
工 事 設 計 書
事 業 名

概 要

工 事 名

工 事 価 格

令和8年度　市単独事業

市道姥御前牛島線配水管布設替工事　第1工区

工 事

阿波市吉野町西条

L= 131.6 ｍ   
配水管布設　HPPEφ100×114.5ｍ、φ75×6.8ｍ、φ50×10.3ｍ

水道施設工事

工事費

消費税相当額

起 工

理 由

第

号

設計 検算

位 置

円也



 本工事内訳書

費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額

開削工事及び小口径推進工事

1 式

　配水管布設替工

　 1 式

　　管路工

　 1 式

　　　舗装版破砕工

　 1 式

　　　管路土工

　 1 式

　　　処理工

　 1 式

　　　布設替工

　 1 式

　　　給水管切替工

　 1 式

　　　鋪装復旧工

　 1 式

           

頁 1

備　　　　　　　考

管

管:

管:

内訳第1号

内訳第2号

内訳第3号

内訳第4号

管:

内訳第5号

管:

内訳第6号



 本工事内訳書

費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額

　　　仮設工.交通誘導員

　 1 式

【 直接工事費計 】

　共通仮設費率額

1 式

　共通仮設費積上額

1 式

　　技術管理費

　 1 式

【 共通仮設費計 】

【 純工事費 】

　現場管理費率額

1 式

【 現場管理費計 】

           

頁 2

備　　　　　　　考

内訳第7号

 

内訳第8号



 本工事内訳書

費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額

【 工事原価 】

　一般管理費率額

1 式

【 一般管理費計 】

【 工事価格 】

【 消費税等相当額 】

【 工事費計 】

　

　

　

           

頁 3

備　　　　　　　考

調整額 =



 舗装版破砕工 施工内訳表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

舗装版切断

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版,15cm以下 304.4 m

舗装版直接掘削・積込 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3

0cm超え10㎝以下 148 ㎡

【 合計 】

1 式

　

　

　

　

　

　

           

内訳第1号 頁 4

式

　備　　考

施工第1号

「水道事業実務必携」二編-1章-1節-3



 管路土工 施工内訳表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込

山積0.28m3[平積0.2] 89.1 m3

管路埋戻費（機械埋戻） 砂

ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20] 26.1 m3

管路埋戻費（機械埋戻） 再生砕石（RC-30)

ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20] 51.3 m3

管路埋戻・締固め工(機械埋戻・ﾊﾞｯｸﾎｳ)

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3] 再生粒度調整砕石(RM-30) 10.6 m3

【 合計 】

1 式

　

　

　

　

           

内訳第2号 頁 5

式

　備　　考

代価第1号
「水道事業実務必携」二編-1章-1節-1

代価第2号
「水道事業実務必携」二編-1章-1節-2

代価第3号
「水道事業実務必携」二編-1章-1節-2

代価第4号



 処理工 施工内訳表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

発生土運搬工

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20m3] DID区間なし
10.0km以下 ﾀｲﾔ良好

89.1 m3

ｱｽﾌｧﾙﾄ塊・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊(無筋)処理工

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20m3] DID区間なし
4.5km以下 ﾀｲﾔ良好

3.6 m3

ｱｽﾌｧﾙﾄ汚泥運搬工

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20m3] DID区間なし
19.0km以下 ﾀｲﾔ良好

0.28 m3

建設汚泥　阿波バラス(株)

As汚泥処理費 0.28 m3

【 合計 】

1 式

　

　

　

　

           

内訳第3号 頁 6

式

　備　　考

代価第5号
【水道事業実務必携】第二編-第1章-第1節-169頁

代価第6号
【水道事業実務必携】第二編-第1章-第1節-173頁

代価第7号
【水道事業実務必携】第二編-第1章-第1節-173頁



 布設替工 施工内訳表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

材料費

1 式

労務費

1 式

【 合計 】

1 式

　

　

　

　

　

　

           

内訳第4号 頁 7

式

　備　　考

代価第8号

管:

代価第9号



 給水管切替工 施工内訳表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

材料費

1 式

労務費

1 式

【 合計 】

1 式

　

　

　

　

　

　

           

内訳第5号 頁 8

式

　備　　考

代価第10号

管:

代価第11号



 鋪装復旧工 施工内訳表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

仮舗装工(人力施工)

車道及び路肩 仕上り厚3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ 砂散布あり 再生ｱｽﾌｧﾙﾄ混
合物(再生密粒度ｱｽｺﾝ(13))

89.7 m2

区画線設置[手間のみ] 溶融式(手動) 実線

昼間施工  15cm 時間的制約なし 排水性舗装補正無 供用区間
週休補正…なし

2.4 m

【 合計 】

1 式

　

　

　

　

　

　

           

内訳第6号 頁 9

式

　備　　考

代価第12号
【水道事業実務必携】第二編-第1章-第1節-173頁

代価第13号



 仮設工.交通誘導員 施工内訳表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

交通誘導員B

32 人

【 合計 】

1 式

　

　

　

　

　

　

　

           

内訳第7号 頁 10

式

　備　　考



 技術管理費 施工内訳表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

通水試験工

給水車：不要 日

【 合計 】

1 式

　

　

　

　

　

　

　

           

内訳第8号 頁 11

式

　備　　考

代価第14号
【水道事業実務必携】第一編-第5章-第1節-124頁



 ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込 施工代価表
山積0.28m3[平積0.2]

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

土木一般世話役

人

普通作業員

人

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転費[標準型・排対型(2次)]

山積0.28m3[平0.2] h

諸雑費

1 式

【 合計 】

100 m3

【 単位当り 】

1 m3

　

　

　

           

代価第1号 頁 12

「水道事業実務必携」二編-1章-1節-1 100 m3 当り

　備　　考

代価第5000号
「水道事業実務必携」二編-1章-1節-1(6表)

端数処理



 管路埋戻費（機械埋戻） 砂 施工代価表
ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20]

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

土木一般世話役

人

普通作業員

人

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転費[標準型・排対型(2次)]

山積0.28m3[平0.2] h

ﾀﾝﾊﾟ運転（賃料）

60～80㎏ 日

砂

ｸｯｼｮﾝ用 111 m3

諸雑費

1 式

【 合計 】

100 m3

【 単位当り 】

1 m3

　

代価第2号 頁 13

「水道事業実務必携」二編-1章-1節-2 100 m3 当り

　備　　考

代価第5000号
「水道事業実務必携」二編-1章-1節-1(6表)

代価第5001号
「水道事業実務必携」二編-1章-1節-2(14表)

建2026年4月129頁

端数処理



           

 管路埋戻費（機械埋戻） 再生砕石（RC-30) 施工代価表
ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20]

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

土木一般世話役

人

普通作業員

人

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転費[標準型・排対型(2次)]

山積0.28m3[平0.2] h

ﾀﾝﾊﾟ運転（賃料）

60～80㎏ 日

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ

RC-30 120 m3

諸雑費

1 式

【 合計 】

100 m3

【 単位当り 】

1 m3

　

           

代価第3号 頁 14

「水道事業実務必携」二編-1章-1節-2 100 m3 当り

　備　　考

代価第5000号
「水道事業実務必携」二編-1章-1節-1(6表)

代価第5001号
「水道事業実務必携」二編-1章-1節-2(14表)

端数処理



 管路埋戻・締固め工(機械埋戻・ﾊﾞｯｸﾎｳ) 施工代価表
ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3] 再生粒度調整砕石(RM-30)

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

土木一般世話役

人

普通作業員

人

普通作業員

人

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転

山積0.28m3[平積0.2m3] h

ﾀﾝﾊﾟ運転

日

諸雑費

1 式

【 合計 】

100 m3

【 単位当り 】

1 m3

　

代価第4号 頁 15

100 m3 当り

　備　　考

埋め戻し

埋め戻し

ﾀﾝﾊﾟ締固め

代価第5002号
投入

代価第5003号
ﾀﾝﾊﾟ締固め

端数処理



           

 発生土運搬工 施工代価表
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20m3] DID区間なし
10.0km以下 ﾀｲﾔ良好

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転

日

【 合計 】

10 m3

【 単位当り 】

1 m3

　

　

　

　

　

　

代価第5号 頁 16

【水道事業実務必携】第二編-第1章-第1節-169頁 10 m3 当り

　備　　考

代価第5004号



           

 ｱｽﾌｧﾙﾄ塊・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊(無筋)処理工 施工代価表
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20m3] DID区間なし
4.5km以下 ﾀｲﾔ良好

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

ｱｽﾌｧﾙﾄ塊・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊(無筋)運搬費

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬 1 m3

処分費(単価空欄)

1 m3

【 合計 】

1 m3

【 単位当り 】

1 m3

　

　

　

　

　

           

代価第6号 頁 17

【水道事業実務必携】第二編-第1章-第1節-173頁 1 m3 当り

　備　　考

代価第5005号



 ｱｽﾌｧﾙﾄ汚泥運搬工 施工代価表
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20m3] DID区間なし
19.0km以下 ﾀｲﾔ良好

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転

日

【 合計 】

10 m3

【 単位当り 】

1 m3

　

　

　

　

　

　

           

代価第7号 頁 18

【水道事業実務必携】第二編-第1章-第1節-173頁 10 m3 当り

　備　　考

代価第5004号



 材料費 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EF受口付直管

φ100 125×11.4mm×5m 23 本

水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EF受口付直管

φ75 90×8.2mm×5m 2 本

水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EF受口付直管

φ50 63×5.8mm×5m 2 本

ﾌﾗﾝｼﾞ形 接合材料 RF7.5K

φ100 ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ SUS304 1 組

EF継手(片側EF受口) EFﾌﾗﾝｼﾞ短管

φ100 1 個

EF継手(片側EF受口) EF片受45°ﾍﾞﾝﾄﾞ

φ100 1 個

EF継手(片側EF受口) EF片受Sﾍﾞﾝﾄﾞ

100×450H 1 個

EF継手(両端EF受口) EF 45°ﾍﾞﾝﾄﾞ

φ100 1 個

EF挿し口付ソフトシ－ル仕切弁

φ100 1 基

           

代価第8号 頁 19

1 式 当り

　備　　考

建設物価 P291 積算資料 P427

管:

建設物価 P291 積算資料 P427

管:

建設物価 P291 積算資料 P427

管:

建設物価  Web 積算資料  -

管:

建設物価 P292 積算資料 P429

管:

建設物価 P291 積算資料 P429

管:

建設物価  Web 積算資料 P429

管:

建設物価 P292 積算資料 P428

管:

見積り
 
管:



 材料費 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

EF継手(両端EF受口) EF 90°ﾍﾞﾝﾄﾞ

φ100 1 個

ｽﾋﾟｺﾞｯﾄ継手 ﾚﾃﾞｭｰｻ

φ100×φ75 1 個

EF継手(片側EF受口) EF片受Sﾍﾞﾝﾄﾞ

75×300H 1 個

HPPE×VP両受メカ曲管

呼び径75×90° 1 個

EFサドル付分水栓(HPPE用)

φ100×50 1 個

伸縮可とう離脱防止付分水栓用ソケット

呼び径 P50 1 個

EF挿し口付ソフトシ－ル仕切弁

φ50 1 基

EF継手(片側EF受口) EF片受Sﾍﾞﾝﾄﾞ

50×450H 1 個

EF継手(両端EF受口) EF 22 1/2°ﾍﾞﾝﾄﾞ

φ50 1 個

           

見積り

管:

見積り

管

見積り

管:

見積り

管:

建設物価  Web 積算資料 P429

管:

建設物価  Web 積算資料 P428

管:

1 式 当り

　備　　考

建設物価 P292 積算資料 P428

管:

建設物価  Web 積算資料 P427

管:

建設物価  Web 積算資料 P429

管:

代価第8号 頁 20



 材料費 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

HPPE×VP両受メカ曲管

呼び径50×221/2° 1 個

VP管用管帽

φ100 1 個

エア－プラグ

φ100 1 個

エア－プラグ

φ75 1 個

水道用ｻﾄﾞﾙ付分水栓 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管･鋼管用 ﾎﾞｰﾙ式(A)

φ100×φ50 1 個

水道用サドル分水栓 硬質塩化ビニル管用

φ75×50 1 個

分水栓閉栓キャップ

φ50 2 個

圧着保護用ソケット

φ50 1 個

円形1号鉄蓋

250×150H 2 個

           

代価第8号 頁 21

1 式 当り

　備　　考

見積り

管:

見積り

管:

見積り

管:

見積り

管:

建設物価  -   積算資料 P155

管:

見積り

管

見積り

管

建設物価 P692 積算資料 P822

管:

見積り

管:



 材料費 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

円形1号

上部壁、高さ150 2 個

円形1号

中部壁、高さ300 2 個

円形1号

底版、高さ60 2 個

埋設標識ｼｰﾄ 上下水道用

幅150mm×長50m 2倍PEｸﾛｽ 3 巻

【 合計 】

1 式

【 単位当り 】

1 式

　

　

　

           

代価第8号 頁 22

1 式 当り

　備　　考

見積り

管:

見積り

管:

見積り

管:

建設物価 P629 積算資料 P442

管:



 労務費 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))据付工

呼び径100mm 114.5 m

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))継手工

呼び径100mm 2口継手 2 箇所

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))継手工

呼び径100mm 1口継手 27 箇所

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工

呼び径100mm JWWA7.5K(F12) 1 口

鋳鉄製仕切弁(機械力)縦型設置工

呼び径100mm以下 1 基

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))据付工

呼び径75mm 6.8 m

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))継手工

呼び径75mm 1口継手 2 箇所

ﾒｶﾆｶﾙ継手工

呼び径75mm以下 特殊押輪使用しない 2 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))据付工

呼び径50mm 10.3 m

           

代価第9号 頁 23

1 式 当り

　備　　考

代価第5006号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁

代価第5007号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁

代価第5008号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁

代価第5009号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第3節-53頁

代価第5010号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-94頁

代価第5011号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁

代価第5012号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁

代価第5013号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第3節-51頁

代価第5014号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁



 労務費 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))継手工

呼び径50mm 2口継手 1 箇所

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))継手工

呼び径50mm 1口継手 4 箇所

ﾒｶﾆｶﾙ継手工

呼び径50mm以下 特殊押輪使用しない 2 口

鋳鉄製仕切弁(機械力)縦型設置工

呼び径50mm以下 1 基

分水栓止水取付工

呼び径50mm 1 口

鉄蓋設置工

円形1号 内寸250mm 2 個

上部壁設置工

円形1号 内寸250mm 高さ150mm 2 個

中部壁設置工

円形1号 内寸250mm 高さ300mm 2 個

底版設置工

円形1号 内寸250mm 高さ60mm 2 個

           

代価第9号 頁 24

1 式 当り

　備　　考

代価第5015号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁

代価第5016号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁

代価第5017号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第3節-51頁

代価第5018号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-94頁

代価第5019号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第4節-65頁

代価第5020号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-97頁

代価第5021号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-97頁

代価第5022号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-97頁

代価第5023号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-97頁



 労務費 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

鉄蓋撤去工

円形1号 内寸250mm 1 個

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工

呼び径100mm 3 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工

呼び径75mm 3 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工

呼び径50mm 3 口

管明示ｼｰﾄ工(手間のみ)

149.4 m

【 合計 】

1 式

【 単位当り 】

1 式

　

　

           

代価第9号 頁 25

1 式 当り

　備　　考

代価第5024号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-97頁

代価第5025号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第8節-93頁

代価第5026号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第8節-93頁

代価第5027号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第8節-93頁

代価第5028号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第3節-63頁



 材料費 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

水道給水用高密度ポリエチレン

φ20 一種管ブルー 17.8 ｍ

耐震型EFサドル付分水栓(HPPE用)

φ100×20 4 個

伸縮可とう離脱防止付分水栓用ソケット

呼び径 P20 4 個

【 合計 】

1 式

【 単位当り 】

1 式

　

　

　

　

           

代価第10号 頁 26

1 式 当り

　備　　考

見積り

管:

見積り

管:

見積り　　インコア含む

管:



 労務費 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工

呼び径20mm 17.8 m

ｻﾄﾞﾙ分水栓建込み工

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 配水管呼び径100mm 取り出し径20mm 4 箇所

分止水栓取付工

呼び径20mm 4 口

伸縮可とう異形継手工

呼び径13×20mm 3 口

伸縮可とう異形継手工

呼び径20mm 1 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工

呼び径13mm 1 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工

呼び径20mm 11 口

HI継手工（2口当り単価表）

13㎜ 3 箇所

HI継手工（2口当り単価表）

20㎜ 1 箇所

           

代価第11号 頁 27

1 式 当り

　備　　考

代価第5029号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁

代価第5030号
【水道事業実務必携】第二編-第1章-第4節-182頁

代価第5031号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第4節-65頁

代価第5032号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁

代価第5033号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁

代価第5034号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第8節-93頁

代価第5035号
【水道事業実務必携】第一編-第2章-第8節-93頁

代価第5036号
「水道事業実務必携」一編-2章-5節-1

代価第5037号
「水道事業実務必携」一編-2章-5節-1



 労務費 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

【 合計 】

1 式

【 単位当り 】

1 式

　

　

　

　

　

　

　

           

代価第11号 頁 28

1 式 当り

　備　　考



 仮舗装工(人力施工) 施工代価表
車道及び路肩 仕上り厚3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ 砂散布あり 再生ｱｽﾌｧﾙ
ﾄ混合物(再生密粒度ｱｽｺﾝ(13))

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

土木一般世話役

人

特殊作業員

人

普通作業員

人

再生ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13) 7.544 t

ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤

PK-3 ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ用 L

振動ﾛｰﾗ運転

日

振動ｺﾝﾊﾟｸﾀ運転

日

砂散布費

1 式

諸雑費

1 式

           

代価第12号 頁 29

【水道事業実務必携】第二編-第1章-第1節-173頁 100 m2 当り

　備　　考

代価第5038号

代価第5039号



 仮舗装工(人力施工) 施工代価表
車道及び路肩 仕上り厚3cm ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ 砂散布あり 再生ｱｽﾌｧﾙ
ﾄ混合物(再生密粒度ｱｽｺﾝ(13))

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

【 合計 】

100 m2

【 単位当り 】

1 m2

　

　

　

　

　

　

　

           

代価第12号 頁 30

【水道事業実務必携】第二編-第1章-第1節-173頁 100 m2 当り

　備　　考



 区画線設置[手間のみ] 溶融式(手動) 実線 施工代価表
昼間施工  15cm 時間的制約なし 排水性舗装補正無 供用区
間  週休補正…なし

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

区画線工 昼間施工 除豪雪地 ［手間のみ］

溶融式(手動) 実線 15cm 制約なし K1=1 K2=1 　1,000 m

【 合計 】

　1,000 m

【 単位当り 】

1 m

昼間施工

15cm

時間的制約なし

排水性舗装補正無

供用区間

週休補正…なし

機○　労○　材×

　

           

代価第13号 頁 31

1000 m 当り

　備　　考



 通水試験工 施工代価表
給水車：不要

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

器具損料及び諸雑費

1 式

【 合計 】

1 日

【 単位当り 】

1 日

　

　

　

　

           

代価第14号 頁 32

【水道事業実務必携】第一編-第5章-第1節-124頁 1 日 当り

　備　　考



 ﾊﾞｯｸﾎｳ運転費[標準型・排対型(2次)] 施工代価表
山積0.28m3[平0.2]

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

運転手(特殊)

人

軽油

1.2号 L

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)[標準型･排対型(2次基準)]

標準ﾊﾞｹｯﾄ容量(山積0.28/平積0.2m3) h

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 h

【 単位当り 】

1 h

　

　

　

           

代価第5000号 頁 33

「水道事業実務必携」二編-1章-1節-1(6表) 1 h 当り

　備　　考

令和7年度版建設機械等損料表02-9

端数調整



 ﾀﾝﾊﾟ運転（賃料） 施工代価表
60～80㎏

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

特殊作業員

人

ｶﾞｿﾘﾝ

ﾚｷﾞｭﾗｰ L

ﾀﾝﾊﾟ及びﾗﾝﾏ

60～80kg 日

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 日

【 単位当り 】

1 日

　

　

　

           

代価第5001号 頁 34

「水道事業実務必携」二編-1章-1節-2(14表) 1 日 当り

　備　　考

端数調整



 ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 施工代価表
山積0.28m3[平積0.2m3]

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

運転手(特殊)

人

軽油

L

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)[標準型･排対型(2次基準)]

標準ﾊﾞｹｯﾄ容量(山積0.28/平積0.2m3) h

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 h

【 単位当り 】

1 h

　

　

　

           

代価第5002号 頁 35

1 h 当り

　備　　考

令和7年度版建設機械等損料表02-9

端数処理



 ﾀﾝﾊﾟ運転 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

特殊作業員

人

ｶﾞｿﾘﾝ

ﾚｷﾞｭﾗｰ L

ﾀﾝﾊﾟ賃料

60～80kg 日

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 日

【 単位当り 】

1 日

　

　

　

           

代価第5003号 頁 36

1 日 当り

　備　　考

端数処理



 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

運転手(一般)

人

軽油

L

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ[ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ]

4t積級 供用日

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸﾀｲﾔ損耗費 良好

4t積 供用日

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 日

【 単位当り 】

1 日

　

　

           

代価第5004号 頁 37

1 日 当り

　備　　考

指定事項

指定事項

令和7年度版建設機械等損料表03-1 指定事項

指定事項

端数処理



 ｱｽﾌｧﾙﾄ塊・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊(無筋)運搬費 施工代価表
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転

日

【 合計 】

10 m3

【 単位当り 】

1 m3

　

　

　

　

　

　

           

代価第5005号 頁 38

10 m3 当り

　備　　考

代価第5004号



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))据付工 施工代価表
呼び径100mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

10 m

【 単位当り 】

1 m

　

　

　

　

           

代価第5006号 頁 39

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁 10 m 当り

　備　　考

端数処理



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))継手工 施工代価表
呼び径100mm 2口継手

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 箇所

【 単位当り 】

1 箇所

　

　

　

　

           

代価第5007号 頁 40

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁 1 箇所 当り

　備　　考



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))継手工 施工代価表
呼び径100mm 1口継手

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 箇所

【 単位当り 】

1 箇所

　

　

　

　

           

代価第5008号 頁 41

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁 1 箇所 当り

　備　　考



 ﾌﾗﾝｼﾞ継手工 施工代価表
呼び径100mm JWWA7.5K(F12)

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5009号 頁 42

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第3節-53頁 1 口 当り

　備　　考



 鋳鉄製仕切弁(機械力)縦型設置工 施工代価表
呼び径100mm以下

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

ﾄﾗｯｸ運転費[ｸﾚｰﾝ装置付]

4t積　2.9t吊 h

【 合計 】

1 基

【 単位当り 】

1 基

　

　

　

　

           

代価第5010号 頁 43

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-94頁 1 基 当り

　備　　考

代価第5040号



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))据付工 施工代価表
呼び径75mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

10 m

【 単位当り 】

1 m

　

　

　

　

           

代価第5011号 頁 44

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁 10 m 当り

　備　　考

端数処理



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))継手工 施工代価表
呼び径75mm 1口継手

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 箇所

【 単位当り 】

1 箇所

　

　

　

　

           

代価第5012号 頁 45

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁 1 箇所 当り

　備　　考



 ﾒｶﾆｶﾙ継手工 施工代価表
呼び径75mm以下 特殊押輪使用しない

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5013号 頁 46

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第3節-51頁 1 口 当り

　備　　考



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))据付工 施工代価表
呼び径50mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

10 m

【 単位当り 】

1 m

　

　

　

　

           

代価第5014号 頁 47

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁 10 m 当り

　備　　考

端数処理



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))継手工 施工代価表
呼び径50mm 2口継手

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 箇所

【 単位当り 】

1 箇所

　

　

　

　

           

代価第5015号 頁 48

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁 1 箇所 当り

　備　　考



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(融着接合(EF接合))継手工 施工代価表
呼び径50mm 1口継手

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 箇所

【 単位当り 】

1 箇所

　

　

　

　

           

代価第5016号 頁 49

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁 1 箇所 当り

　備　　考



 ﾒｶﾆｶﾙ継手工 施工代価表
呼び径50mm以下 特殊押輪使用しない

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5017号 頁 50

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第3節-51頁 1 口 当り

　備　　考



 鋳鉄製仕切弁(機械力)縦型設置工 施工代価表
呼び径50mm以下

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

ﾄﾗｯｸ運転費[ｸﾚｰﾝ装置付]

4t積　2.9t吊 h

【 合計 】

1 基

【 単位当り 】

1 基

　

　

　

　

           

代価第5018号 頁 51

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-94頁 1 基 当り

　備　　考

代価第5040号



 分水栓止水取付工 施工代価表
呼び径50mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

2 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5019号 頁 52

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第4節-65頁 2 口 当り

　備　　考



 鉄蓋設置工 施工代価表
円形1号 内寸250mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

普通作業員

人

【 合計 】

1 個

【 単位当り 】

1 個

　

　

　

　

　

　

           

代価第5020号 頁 53

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-97頁 1 個 当り

　備　　考



 上部壁設置工 施工代価表
円形1号 内寸250mm 高さ150mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

普通作業員

人

【 合計 】

1 個

【 単位当り 】

1 個

　

　

　

　

　

　

           

代価第5021号 頁 54

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-97頁 1 個 当り

　備　　考



 中部壁設置工 施工代価表
円形1号 内寸250mm 高さ300mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

普通作業員

人

【 合計 】

1 個

【 単位当り 】

1 個

　

　

　

　

　

　

           

代価第5022号 頁 55

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-97頁 1 個 当り

　備　　考



 底版設置工 施工代価表
円形1号 内寸250mm 高さ60mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

普通作業員

人

【 合計 】

1 個

【 単位当り 】

1 個

　

　

　

　

　

　

           

代価第5023号 頁 56

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-97頁 1 個 当り

　備　　考



 鉄蓋撤去工 施工代価表
円形1号 内寸250mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

普通作業員

人

【 合計 】

1 個

【 単位当り 】

1 個

　

　

　

　

　

　

           

代価第5024号 頁 57

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第9節-97頁 1 個 当り

　備　　考



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 施工代価表
呼び径100mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5025号 頁 58

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第8節-93頁 1 口 当り

　備　　考



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 施工代価表
呼び径75mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5026号 頁 59

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第8節-93頁 1 口 当り

　備　　考



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 施工代価表
呼び径50mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5027号 頁 60

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第8節-93頁 1 口 当り

　備　　考



 管明示ｼｰﾄ工(手間のみ) 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

普通作業員

人

【 合計 】

100 m

【 単位当り 】

1 m

　

　

　

　

　

　

           

代価第5028号 頁 61

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第3節-63頁 100 m 当り

　備　　考



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管据付工 施工代価表
呼び径20mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

10 m

【 単位当り 】

1 m

　

　

　

　

           

代価第5029号 頁 62

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁 10 m 当り

　備　　考

端数処理



 ｻﾄﾞﾙ分水栓建込み工 施工代価表
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 配水管呼び径100mm 取り出し径20mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 箇所

【 単位当り 】

1 箇所

　

　

　

　

           

代価第5030号 頁 63

【水道事業実務必携】第二編-第1章-第4節-182頁 1 箇所 当り

　備　　考



 分止水栓取付工 施工代価表
呼び径20mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

2 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5031号 頁 64

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第4節-65頁 2 口 当り

　備　　考



 伸縮可とう異形継手工 施工代価表
呼び径13×20mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5032号 頁 65

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁 1 口 当り

　備　　考

労務費の1%を上限とする



 伸縮可とう異形継手工 施工代価表
呼び径20mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5033号 頁 66

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第6節-82頁 1 口 当り

　備　　考



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 施工代価表
呼び径13mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5034号 頁 67

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第8節-93頁 1 口 当り

　備　　考



 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工 施工代価表
呼び径20mm

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

　

　

　

　

           

代価第5035号 頁 68

【水道事業実務必携】第一編-第2章-第8節-93頁 1 口 当り

　備　　考



 HI継手工（2口当り単価表） 施工代価表
13㎜

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 箇所

【 単位当り 】

1 箇所

　

　

　

　

           

代価第5036号 頁 69

「水道事業実務必携」一編-2章-5節-1 1 箇所 当り

　備　　考



 HI継手工（2口当り単価表） 施工代価表
20㎜

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

配管工

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 箇所

【 単位当り 】

1 箇所

　

　

　

　

           

代価第5037号 頁 70

「水道事業実務必携」一編-2章-5節-1 1 箇所 当り

　備　　考



 振動ﾛｰﾗ運転 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

特殊作業員

人

軽油

L

振動ﾛｰﾗ(舗装用)[ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式]

運転質量0.5～0.6t 供用日

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 日

【 単位当り 】

1 日

　

　

　

           

代価第5038号 頁 71

1 日 当り

　備　　考

指定事項

指定事項

令和7年度版建設機械等損料表08-3 指定事項

端数処理



 振動ｺﾝﾊﾟｸﾀ運転 施工代価表

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

特殊作業員

人

ｶﾞｿﾘﾝ

ﾚｷﾞｭﾗｰ L

振動ｺﾝﾊﾟｸﾀ[前進型]

機械質量40～60kg 供用日

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 日

【 単位当り 】

1 日

　

　

　

           

代価第5039号 頁 72

1 日 当り

　備　　考

指定事項

指定事項

令和7年度版建設機械等損料表08-7 指定事項

端数処理



 ﾄﾗｯｸ運転費[ｸﾚｰﾝ装置付] 施工代価表
4t積　2.9t吊

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

運転手(特殊)

人

軽油

L

ﾄﾗｯｸ[ｸﾚｰﾝ装置付]

ﾍﾞｰｽﾄﾗｯｸ4～4.5t積吊能力2.9t h

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 h

【 単位当り 】

1 h

　

　

　

           

代価第5040号 頁 73

1 h 当り

　備　　考

令和7年度版建設機械等損料表03-3

端数調整



 積算単位： m

区分 補正式

K

(東京)

K1

(東京)

R

(東京)

R1

(東京)

R2

(東京)

R3

(東京)

Z

(東京)

Z1

(東京)

Z2

(東京)

舗装版切断 施工パッケージ 施工第1号 頁 74

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版,15cm以下

代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 備          考

機械

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀ[ﾊﾞｷｭｰﾑ式･湿式] 切削深20cm級 ﾌﾞﾚｰﾄﾞ径φ56cm

コンクリートカッタ［バキューム式・湿式］　切削深20cm級　ブレード径
56cm

労務

特殊作業員

特殊作業員

土木一般世話役

土木一般世話役

普通作業員

普通作業員

材料

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀ (ﾌﾞﾚｰﾄﾞ) 径22ｲﾝﾁ

コンクリートカッタ　（ブレード）　径２２インチ

ｶﾞｿﾘﾝ ﾚｷﾞｭﾗｰ

ガソリン　レギュラー　スタンド



 積算単位： m

区分 補正式

舗装版切断 施工パッケージ 施工第1号 頁 75

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版,15cm以下

代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 備          考

***　単位当り　***

積算単価（地区：001 徳島東部1 (36 徳島県)／2026-04-01）

標準単価

　

　

　

　

　

　



 積算単位： m

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

8

舗装版切断 施工パッケージ 施工第1号 頁 76

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版,15cm以下

　計　算　式

　P' 積算地区補正単価 =

　条　件

舗装版種別 : ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版厚 : 15cm以下

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版厚 : -

ｺﾝｸﾘｰﾄ+ｱｽﾌｧﾙﾄ(ｶﾊﾞｰ)舗装版の全体厚 : -

　

　



 

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

【労務費】

土木一般世話役

人

普通作業員

人

特殊作業員

人

運転手(一般)

人

運転手(特殊)

人

配管工

人

【損料・賃料】

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀ[ﾊﾞｷｭｰﾑ式･湿式]

切削深20cm級 ﾌﾞﾚｰﾄﾞ径φ56cm 供用日

           

単価調書 頁 77

　備　　考



 

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

ﾀﾝﾊﾟ及びﾗﾝﾏ

60～80kg 日

ﾀﾝﾊﾟ賃料

60～80kg 日

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ[ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ]

4t積級 供用日

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸﾀｲﾔ損耗費 良好

4t積 供用日

ﾄﾗｯｸ[ｸﾚｰﾝ装置付]

ﾍﾞｰｽﾄﾗｯｸ4～4.5t積吊能力2.9t h

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)[標準型･排対型(2次基準)]

標準ﾊﾞｹｯﾄ容量(山積0.28/平積0.2m3) h

振動ｺﾝﾊﾟｸﾀ[前進型]

機械質量40～60kg 供用日

振動ﾛｰﾗ(舗装用)[ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式]

運転質量0.5～0.6t 供用日

【材料費】

           

単価調書 頁 78

　備　　考

令和7年度版建設機械等損料表03-1

令和7年度版建設機械等損料表03-3

令和7年度版建設機械等損料表02-9

令和7年度版建設機械等損料表08-7

令和7年度版建設機械等損料表08-3



 

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤

PK-3 ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ用 L

ｶﾞｿﾘﾝ

ﾚｷﾞｭﾗｰ L

ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀ (ﾌﾞﾚｰﾄﾞ)

径22ｲﾝﾁ 0.761 枚

交通誘導員B

32 人

再生ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13) t

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ

RC-30 m3

処分費(単価空欄)

m3

建設汚泥　阿波バラス(株)

As汚泥処理費 m3

砂

ｸｯｼｮﾝ用 m3
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　備　　考

建2026年4月129頁



 

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

舗装版直接掘削・積込 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3

0cm超え10㎝以下 148 ㎡

軽油

L

軽油

1.2号 L

【市場単価他】

区画線工 昼間施工 除豪雪地 ［手間のみ］

溶融式(手動) 実線 15cm 制約なし K1=1 K2=1 2.4 m

【管材費】

EF挿し口付ソフトシ－ル仕切弁

φ100 1 基

EF挿し口付ソフトシ－ル仕切弁

φ50 1 基

EF継手(両端EF受口) EF 22 1/2°ﾍﾞﾝﾄﾞ

φ50 1 個

           

単価調書 頁 80

　備　　考

「水道事業実務必携」二編-1章-1節-3

管:

管:

建設物価  Web 積算資料 P428

管:



 

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

EF継手(両端EF受口) EF 45°ﾍﾞﾝﾄﾞ

φ100 1 個

EF継手(両端EF受口) EF 90°ﾍﾞﾝﾄﾞ

φ100 1 個

EF継手(片側EF受口) EFﾌﾗﾝｼﾞ短管

φ100 1 個

EF継手(片側EF受口) EF片受45°ﾍﾞﾝﾄﾞ

φ100 1 個

EF継手(片側EF受口) EF片受Sﾍﾞﾝﾄﾞ

100×450H 1 個

EF継手(片側EF受口) EF片受Sﾍﾞﾝﾄﾞ

50×450H 1 個

EF継手(片側EF受口) EF片受Sﾍﾞﾝﾄﾞ

75×300H 1 個

HPPE×VP両受メカ曲管

呼び径50×221/2° 1 個

HPPE×VP両受メカ曲管

呼び径75×90° 1 個
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　備　　考

建設物価 P292 積算資料 P428

管:

建設物価 P292 積算資料 P428

管:

建設物価 P292 積算資料 P429

管:

建設物価 P291 積算資料 P429

管:

建設物価  Web 積算資料 P429

管:

建設物価  Web 積算資料 P429

管:

建設物価  Web 積算資料 P429

管:

管:

管:



 

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

VP管用管帽

φ100 1 個

エア－プラグ

φ100 1 個

エア－プラグ

φ75 1 個

ｽﾋﾟｺﾞｯﾄ継手 ﾚﾃﾞｭｰｻ

φ100×φ75 1 個

ﾌﾗﾝｼﾞ形 接合材料 RF7.5K

φ100 ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ SUS304 1 組

伸縮可とう離脱防止付分水栓用ソケット

呼び径 P20 4 個

伸縮可とう離脱防止付分水栓用ソケット

呼び径 P50 1 個

円形1号

上部壁、高さ150 2 個

円形1号

中部壁、高さ300 2 個
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　備　　考

管:

管:

管:

建設物価  Web 積算資料 P427

管:

建設物価  Web 積算資料  -

管:

管:

管:

管:

管:



 

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

円形1号

底版、高さ60 2 個

円形1号鉄蓋

250×150H 2 個

分水栓閉栓キャップ

φ50 2 個

圧着保護用ソケット

φ50 1 個

埋設標識ｼｰﾄ 上下水道用

幅150mm×長50m 2倍PEｸﾛｽ 3 巻

水道用ｻﾄﾞﾙ付分水栓 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管･鋼管用 ﾎﾞｰﾙ式(A)

φ100×φ50 1 個

水道用サドル分水栓 硬質塩化ビニル管用

φ75×50 1 個

水道給水用高密度ポリエチレン

φ20 一種管ブルー 17.8 ｍ

水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EF受口付直管

φ100 125×11.4mm×5m 23 本
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　備　　考

管:

管:

管:

建設物価 P692 積算資料 P822

管:

建設物価 P629 積算資料 P442

管:

建設物価  -   積算資料 P155

管:

管

管:

建設物価 P291 積算資料 P427

管:



 

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額

水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EF受口付直管

φ50 63×5.8mm×5m 2 本

水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 EF受口付直管

φ75 90×8.2mm×5m 2 本

耐震型分水栓付EFサドル(HPPE用)

φ100×20 4 個

耐震型分水栓付EFサドル(HPPE用)

φ100×50 1 個
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管:

　備　　考

建設物価 P291 積算資料 P427

管:

建設物価 P291 積算資料 P427

管:

管:



阿　波　市

数　量　計　算　書

　阿波市 吉野町 西条

市道姥御前牛島線配水管布設替工事 第1工区



(資材費)

名　　称 規　　格 単位 長さ ○管番号 計 備　考

φ100HPPE 片受直管φ100-5.0m ｍ 22*5.0 2～23 110.00

片受短管φ100 ｍ 0.58+0.40 1・24 0.98

ｍ 計 110.98

本 22+1 23

φ75HPPE 片受直管φ75-5.0m ｍ 1*5.0 25 5.00

片受短管φ75 ｍ 0.40 26 0.40

ｍ 計 5.40

本 1+1 2

φ50HPPE 片受直管φ50-5.0m ｍ 1*5.0 27 5.00

片受短管φ50 ｍ 2.61+0.91 28・29 3.52

ｍ 計 8.52

本 1+1 2

HPPEφ100配水管布設工事

P - 2



(資材費)

名　　称 規　　格 単位 計 備　考
RFフランジ φ100 組 1 1
EF受口付フランジ φ100 個 1 1
EF片受ベンド φ100×45° 個 1 1
EF片受Sベンド φ100×450H 個 1 1
EF両受ベンド φ100×45° 個 1 1
EF挿し口付ソフトシール仕切弁 φ100 基 1 1
EF両受ベンド φ100×90° 個 1 1
EF挿し口付きレジューサ φ100×75 個 1 1
EF片受Sベンド φ75×300H 個 1 1
HPPE×VP両受メカ曲管 φ75×90° 個 1 1
耐震型分水栓付EFサドル(HPPE用) φ100×50 個 1 1
伸縮可とう離脱防止付分水栓用ソケット φ50 個 1 1
EF挿し口付ソフトシール仕切弁 φ50 基 1 1
EF片受Sベンド φ50×450H 個 1 1
 EF両受ベンド φ50×22°1/2 個 1 1
HPPE×VP両受メカ曲管 φ50×22°1/2 個 1 1
VP管用管帽 φ100 個 1 1
エアープラグ φ100用 個 1 1

〃 φ75用 個 1 1
VP用分水栓サドル φ100×50ボール式 個 1 1

HPPEφ100配水管布設工事

計　算　式

P - 3



(資材費)

名　　称 規　　格 単位 計 備　考
VP用分水栓サドル φ75×50ボール式 個 1 1

分水栓用閉栓キャップ φ50 個 1+1 2

圧着保護用ソケット φ50 個 1 1

仕切弁BOX 円形1号鉄蓋 H=150 個 1+1 2

〃 円形1号上部壁 H=150 個 1+1 2

〃 円形1号中部壁 H=300 個 1+1 2

〃 円形1号スラブ壁 H=60 個 1+1 2

埋設表示シ－ト W=150 2倍折

(全体) φ100 ｍ 114.53 114.53 延長調書より

φ75 ｍ 6.77 6.77 〃

φ50 ｍ 10.28 10.28 〃

給水管φ20 ｍ 1.0+6.8+9.0+1.0 17.80

ｍ 計 149.38

巻 149.38/50 3.0

HPPEφ100配水管布設工事

計　算　式

P - 4



(労務費)

名　　称 規　　格 単位 計 備　考

HPPE 片受直管φ100-5.0m ｍ 114.53 114.53

EF接合 φ100(2口/1箇所) 箇所 2 2

〃 φ100(1口/1箇所) 箇所 27 27

フランジ継手工 φ100 口 1 1

仕切弁取付工 φ100 基 1 1

HPPE 片受直管φ75-5.0m ｍ 6.77 6.77

EF接合 φ75(2口/1箇所) 箇所 0 0

〃 φ75(1口/1箇所) 箇所 2 2

メカニカル継手工 φ75 口 2 2

HPPE 片受直管φ50-5.0m ｍ 10.28 10.28

EF接合 φ50(2口/1箇所) 箇所 1 1

〃 φ50(1口/1箇所) 箇所 4 4

メカニカル継手工 φ50 口 2 2

仕切弁取付工 φ50 基 1 1

分止水栓取付工 φ50 口 1 1

HPPEφ100配水管布設工事

計　算　式

P - 5



(労務費)

名　　称 規　　格 単位 計 備　考

仕切弁BOX設置工 円形1号鉄蓋 H=150 個 2 2

〃 円形1号上部壁 H=150 個 2 2

〃 円形1号中部壁 H=300 個 2 2

〃 円形1号スラブ壁 H=60 個 2 2

既設仕切弁BOX撤去工 φ50用上蓋のみ 個 1 1

ポリエチレン管切断工 φ100 口 2 HPPE管加工図参考 2

φ100(既設管) 口 1 既設管切断 1

計 口 3

φ75 口 1 HPPE管加工図参考 1

φ75(既設管) 口 2 既設管切断 2

計 口 3

φ50 口 2 HPPE管加工図参考 2

φ50(既設管) 口 1 既設管切断 1

計 口 3

HPPEφ100配水管布設工事

計　算　式

P - 6



(労務費)

名　　称 規　　格 単位 計 備　考

(一式当り)

埋設表示シート布設工 W=150 2倍折 ｍ 149.38 149.38

通水試験工 φ800以下 ｍ 149.38 149.38

日 131.58/1250 1,000m～1,500mの平均 0.11 φ150以下

(一式当り)

管埋設土工 機械掘削 ｍ３ 89.1 89.1

砂巻工(砂) ｍ３ 26.1 26.1

埋戻 RC-30 ｍ３ 51.3 51.3

粒調砕石RM-30 ｍ３ 10.6 10.6

残土処理 ｍ３ 89.1 89.1

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装切断工 t=15㎝以下 舗装展開図・埋設土工図参照

φ100・75の本線 ｍ (0.50+1.90+37.60+40.00+40.34+0.66+1.00*2)*2+0.60*4 248.4 仮舗装対象

φ50枝線 2-2" ｍ (8.10+1.70)*2+0.60 20.2 〃

給水管 ｍ (0.70+6.50+8.70+0.80)*2+0.60*4 35.8 〃

ｍ 計 304.4

HPPEφ100配水管布設工事

計　算　式

P - 7



(労務費)

名　　称 規　　格 単位 計 備　考

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装取壊し t=10㎝以下 舗装展開図・埋設土工図参照

φ75・100・50本線

φ100・75の本線 ｍ2 (0.50+1.90+37.60+40.00+40.34+0.66+1.00*2)*0.60 73.8 仮舗装対象

φ50枝線 2-2" ｍ2 (8.10+1.70)*0.60 5.9 〃

給水管 ｍ2 (0.70+6.50+8.70+0.80)*0.60 10.0 〃

ｍ2 計 89.7

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装仮復旧 t=3cm 

φ100・75の本線 ｍ2 (0.50+1.90+37.60+40.00+40.34+0.66+1.00*2)*0.60 73.8

φ50枝線 2-2" ｍ2 (8.10+1.70)*0.60 5.9

給水管 ｍ2 (0.70+6.50+8.70+0.80)*0.60 10.0

ｍ2 計 89.7

計　算　式

HPPEφ100配水管布設工事

P - 8



(労務費)

名　　称 規　　格 単位 計 備　考

産業廃棄物運搬処理工 ｱｽﾌｧﾙﾄ殻

φ100・75の本線 ｍ３ 73.8*0.04 3.0 仮舗装対象

2-2" ｍ３ 5.9*0.04 0.2 〃

給水管 ｍ３ 10*0.04 0.4 〃

ｍ３ 計 3.6

舗装切断汚泥処理費 As ｍ３ 2.3*10^(-2)*0.04*304.4 0.28

区画線復旧 (白線)

外側線 W=15cm ｍ 0.6*4 給水箇所 2.4

仮設工

交通誘導員 B 人 32 32

HPPEφ100配水管布設工事

計　算　式

P - 9



(資材費)

名　　称 規　　格 単位 計 備　考

HPPE(JIS外径) φ20 ｍ 17.8 17.8

耐震型分水栓EFサドル(HPPE用) φ100*20ﾎﾞ-ﾙ式 個 4 4

伸縮可とう離脱防止付止水栓ソケット φ20 個 4 4

伸縮可とう離脱防止継手 HPPE×VP用 φ20*13 個 3 3 支給品

〃 HPPE×VP用 φ20*20 個 1 1 〃

圧着保護用ソケット φ13 個 3 3 〃

〃 φ20 個 1 1 〃

給水管工事 　N=4戸

計　算　式

P - 10



(労務費)

名　　称 規　　格 単位 計 備　考

ポリエチレン管布設工 φ20 ｍ 17.8 17.8

EF継手分岐サドル φ100*20ﾎﾞ-ﾙ式 箇所 4 4

分止水栓取付工 φ20 口 4 4

伸縮可とう異形継手工(HPPE×VP) φ20*13 口 3 3

〃 φ20 口 1 1

ポリエチレン管切断工 φ13 口 1 1

〃 φ20 口 8+3 11

HIソケット継手工 φ13 2口 3 3

〃 φ20 2口 1 1

給水管工事 　N=4戸

計　算　式

P - 11



名　　称 規　　格 単位 計 備　考

(1.0式当り) 舗装展開図・埋設土工図参照

HPPEφ100 市道 土被り800 ｍ 0.96+37.60+40.00+40.34 管埋設土工① 118.90 本線

HPPEφ75 市道 土被り1150 ｍ 0.66+1.00 管埋設土工② 1.66 エア－プラグ含む

HPPEφ100 市道 土被り1300 ｍ 1.44+1.00 管埋設土工③ 2.44 〃

HPPEφ50 市道 土被り800 ｍ 8.40 管埋設土工④ 8.40 本線

HPPEφ50 市道 土被り1250 ｍ 1.70 管埋設土工⑤ 1.70 〃

HPPEφ25以下 市道 土被り800 ｍ 17.8 管埋設土工⑥ 17.80 給水

管　埋　設　土　工

計　算　式

P - 12



名　　称 規　　格 単位 計 備　考

(1.0式当り)

掘削土工

HPPEφ100 市道 土被り800 ｍ３ 118.9*0.59 管埋設土工① 70.15 本線

HPPEφ75 市道 土被り1150 ｍ３ 1.66*0.78 管埋設土工② 1.29 〃

HPPEφ100 市道 土被り1300 ｍ３ 2.44*0.89 管埋設土工③ 2.17 〃

HPPEφ50 市道 土被り800 ｍ３ 8.4*0.55 管埋設土工④ 4.62 〃

HPPEφ50 市道 土被り1250 ｍ３ 1.7*0.82 管埋設土工⑤ 1.39 〃

HPPEφ25以下 市道 土被り800 ｍ３ 17.8*0.53 管埋設土工⑥ 9.43 給水

計 ｍ３ 89.1

管　埋　設　土　工

計　算　式

P - 13



名　　称 規　　格 単位 計 備　考

(1.0式当り)

砂巻工(砂)

HPPEφ100 市道 土被り800 ｍ３ 118.9*0.18 管埋設土工① 21.40 本線

HPPEφ75 市道 土被り1150 ｍ３ 1.66*0.17 管埋設土工② 0.28 〃

HPPEφ100 市道 土被り1300 ｍ３ 2.44*0.18 管埋設土工③ 0.44 〃

HPPEφ50 市道 土被り800 ｍ３ 8.4*0.15 管埋設土工④ 1.26 〃

HPPEφ50 市道 土被り1250 ｍ３ 1.7*0.15 管埋設土工⑤ 0.26 〃

HPPEφ25以下 市道 土被り800 ｍ３ 17.8*0.14 管埋設土工⑥ 2.49 給水

計 ｍ３ 26.1

管　埋　設　土　工

計　算　式

P - 14



名　　称 規　　格 単位 計 備　考

(1.0式当り)

クラッシャラン RC-30

HPPEφ100 市道 土被り800 ｍ３ 118.9*0.33 管埋設土工① 39.24 本線

HPPEφ75 市道 土被り1150 ｍ３ 1.66*0.54 管埋設土工② 0.90 〃

HPPEφ100 市道 土被り1300 ｍ３ 2.44*0.63 管埋設土工③ 1.54 〃

HPPEφ50 市道 土被り800 ｍ３ 8.4*0.33 管埋設土工④ 2.77 〃

HPPEφ50 市道 土被り1250 ｍ３ 1.7*0.6 管埋設土工⑤ 1.02 〃

HPPEφ25以下 市道 土被り800 ｍ３ 17.8*0.33 管埋設土工⑥ 5.87 給水

計 ｍ３ 51.3

管　埋　設　土　工

計　算　式
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名　　称 規　　格 単位 計 備　考

(1.0式当り)

粒調砕石RM-30

HPPEφ100 市道 土被り800 ｍ３ 118.9*0.07 管埋設土工① 8.32 本線

HPPEφ75 市道 土被り1150 ｍ３ 1.66*0.07 管埋設土工② 0.12 〃

HPPEφ100 市道 土被り1300 ｍ３ 2.44*0.07 管埋設土工③ 0.17 〃

HPPEφ50 市道 土被り800 ｍ３ 8.4*0.07 管埋設土工④ 0.59 〃

HPPEφ50 市道 土被り1250 ｍ３ 1.7*0.07 管埋設土工⑤ 0.12 〃

HPPEφ25以下 市道 土被り800 ｍ３ 17.8*0.07 管埋設土工⑥ 1.25 給水

計 ｍ３ 10.6

管　埋　設　土　工

計　算　式
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名　　称 規　　格 単位 計 備　考

(1.0式当り)

残土処理

HPPEφ100 市道 土被り800 ｍ３ 118.9*0.59 管埋設土工① 70.15 本線

HPPEφ75 市道 土被り1150 ｍ３ 1.66*0.78 管埋設土工② 1.29 〃

HPPEφ100 市道 土被り1300 ｍ３ 2.44*0.89 管埋設土工③ 2.17 〃

HPPEφ50 市道 土被り800 ｍ３ 8.4*0.55 管埋設土工④ 4.62 〃

HPPEφ50 市道 土被り1250 ｍ３ 1.7*0.82 管埋設土工⑤ 1.39 〃

HPPEφ25以下 市道 土被り800 ｍ３ 17.8*0.53 管埋設土工⑥ 9.43 給水

計 ｍ３ 89.1

管　埋　設　土　工

計　算　式
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管　埋　設　土　工

名　　称 規　　格 単位 計　算　式 計 備　考

(1.0m当り) ①
土被り800 機械掘削 ｍ３ 0.60*(1.02-0.04) 0.59

HPPEφ100 砂巻工(砂) ｍ３ 0.60*0.32-1/4*3.142*0.120^2 0.18

クラッシャラン RC-30 ｍ３ 0.60*(0.70-0.15) 0.33

粒調砕石RM-30 ｍ３ 0.60*0.12 0.07

残土処理 ｍ３ 0.59 0.59

(1.0m当り) ②
土被り1150 機械掘削 ｍ３ 0.60*(1.34-0.04) 0.78

HPPEφ75 砂巻工(砂) ｍ３ 0.60*0.29-1/4*3.142*0.090^2 0.17

クラッシャラン RC-30 ｍ３ 0.60*(1.05-0.15) 0.54

粒調砕石RM-30 ｍ３ 0.60*0.12 0.07

残土処理 ｍ３ 0.78 0.78

(1.0m当り) ③
土被り1300 機械掘削 ｍ３ 0.60*(1.52-0.04) 0.89

HPPEφ100 砂巻工(砂) ｍ３ 0.60*0.32-1/4*3.142*0.120^2 0.18

クラッシャラン RC-30 ｍ３ 0.60*(1.20-0.15) 0.63

粒調砕石RM-30 ｍ３ 0.60*0.12 0.07

残土処理 ｍ３ 0.89 0.89
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管　埋　設　土　工

名　　称 規　　格 単位 計　算　式 計 備　考

(1.0m当り) ④
土被り800 機械掘削 ｍ３ 0.60*(0.96-0.04) 0.55

HPPEφ50 砂巻工(砂) ｍ３ 0.60*0.26-1/4*3.142*0.060^2 0.15

クラッシャラン RC-30 ｍ３ 0.60*(0.70-0.15) 0.33

粒調砕石RM-30 ｍ３ 0.60*0.12 0.07

残土処理 ｍ３ 0.55 0.55

(1.0m当り) ⑤
土被り1250 機械掘削 ｍ３ 0.60*(1.41-0.04) 0.82

HPPEφ50 砂巻工(砂) ｍ３ 0.60*0.26-1/4*3.142*0.060^2 0.15

クラッシャラン RC-30 ｍ３ 0.60*(1.15-0.15) 0.60

粒調砕石RM-30 ｍ３ 0.60*0.12 0.07

残土処理 ｍ３ 0.82 0.82

(1.0m当り) ⑥
土被り800 機械掘削 ｍ３ 0.60*(0.93-0.04) 0.53

HPPEφ40以下 砂巻工(砂) ｍ３ 0.60*0.23-1/4*3.142*0.030^2 0.14

クラッシャラン RC-30 ｍ３ 0.60*(0.70-0.15) 0.33

粒調砕石RM-30 ｍ３ 0.60*0.12 0.07

残土処理 ｍ３ 0.53 0.53
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HPPE管φ100管延長調書 (1/1)

追加距離 追加距離 EF接合 EF接合 メカ接合
平面 管芯 両受 片受 片受

(本線) (箇所) (箇所) (口)
φ100RFフランジ 0.020
EFφ100受口付フランジ 0.180 1
φ100×45°EF片受ベンド 0.300 0.480 0.480 1

0.190
EF片受Sベンドφ100×450H 0.940 (1.120) 1 ( )内は管芯延長

1 φ10HPPE短管(乙切管) 0.580 1 イ
0.190 2.400 2.580
0.190

2 φ100HPPE片受標準管 5.000 1
3 　　　〃 5.000 1
4 　　　〃 5.000 1
5 　　　〃 5.000 1
6 　　　〃 5.000 1
7 　　　〃 5.000 1
8 　　　〃 5.000 1
9 　　　〃 5.000 1
10 　　　〃 5.000 1
11 　　　〃 5.000 1
12 　　　〃 5.000 1
13 　　　〃 5.000 1
14 　　　〃 5.000 1
15 　　　〃 5.000 1
16 　　　〃 5.000 1
17 　　　〃 5.000 1
18 　　　〃 5.000 1
19 　　　〃 5.000 1
20 　　　〃 5.000 1
21 　　　〃 5.000 1
22 　　　〃 5.000 1
23 　　　〃 5.000 1

φ100EF挿し口付ソフトシール仕切弁 0.860
24 φ100HPPE短管(甲切管) 0.400 1 ロ

0.250 111.700 114.280
0.250 114.350 114.530

小計-1 φ100HPPE 114.530 2 27

φ100×75EF挿し口付きレジューサ 0.400
25 φ75HPPE片受標準管 5.000 1
26 φ75HPPE短管(甲切管) 0.400 ハ

EF片受Sベンドφ75×300H 0.780 (0.900) 1 ( )内は管芯延長
HPPE×HIVPφ75両受メカ曲管 0.070 6.650 6.770 2

小計-2 φ75HPPE 6.770 2 2

2-2"断面図部
φ100×50分水栓付EFサドル(HPPE用)
φ50伸縮可とう離脱防止付分水栓用ソケット 1

27 φ50HPPE片受標準管 5.000 1
28 φ50HPPE短管(甲切管) 2.610 1 二

φ50EF挿し口付ソフトシール仕切弁 0.680
EF片受Sベンドφ50×450H 0.720 (0.900) 1 ( )内は管芯延長

0.090
0.090

29 φ50HPPE短管(乙切管) 0.910 ホ
HPPE×VPφ50×221/2°両受メカ曲管 10.100 10.280 2

小計-3 φ50HPPE 10.280 1 4 2

合計 131.100 131.580

(受口が有る方)

φ50×221/2° EF両受ベンド 1

管番号 管種 備考(切管記号)寸法

1
φ100×45°EF両受ベンド

φ100×90°EF両受ベンド
1
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阿波市土木工事特記仕様書（令和 7年 2月 1日以降適用） 

 

（徳島県土木工事共通仕様書の適用） 

第１条  本工事の施工にあたっては、「徳島県土木工事共通仕様書 令和 6 年 7月」に基づき実施

しなければならない。ただし、共通仕様書の各章における「適用すべき諸基準」で示された示

方書、指針、便覧等は改定された最新のものとする。なお、工事途中で改定された場合は、こ

の限りでない。 

また、「徳島県土木工事共通仕様書」に定めのないもので、機械工事の施工にあっては「機

械工事共通仕様書（案）」（国土交通省総合政策局公共事業企画調整課）、電気通信設備工事

にあっては「電気通信設備工事共通仕様書」（国土交通省大臣官房技術調査課電気通信室）に

基づき実施しなければならない。 

 

（徳島県土木工事共通仕様書に対する変更事項等） 

第２条 「徳島県土木工事共通仕様書 令和 6年 7月」に対する変更事項は、次のとおりとする。 

また、「徳島県土木工事共通仕様書令和6年 7月」において、「徳島県公共工事標準請負契約

約款」、「約款」とあるのは、「阿波市公共工事標準請負契約約款に関する規則（以下「約

款」という。）」と読み替えるものとする。 

 

第１編 共通編 

第１章 総 則 

第１節 総 則 

1-1-1-1 適 用 

1.適用工事 

削除 

1-1-1-2 用語の定義 

1.監督員 

監督員とは、主任監督員、現場監督員を総称していう。 

なお、主任監督員の明示のない場合における現場監督員は主任監督員の権限を、現場監

督員の明示のない場合における主任監督員は現場監督員の権限をそれぞれ併せて有するも

のとする。 

2.総括監督員 

削除 

3.主任監督員 

主任監督員とは、現場監督総括業務を担当し、主に、受注者に対する指示、承諾又は協

議（軽易なものを除く。）の処理、受注者が作成した図面（軽易なものを除く。）の承諾

を行い、また、契約図書に基づく工程の管理、立会、段階確認、工事材料の試験又は検査

の実施（他のものに実施させ当該実施を確認することを含む。）で重要なものの処理、関

連工事の調整、一時中止又は打切りの必要があると認める場合における「発注者」への報

告を行う者をいう。 

1-1-1-8 監督補助員 

受注者は、設計図書で監督補助員の配置が明示された場合は、次の各号によらなければ

ならない。 

(1) 受注者は、監督補助員が監督員に代わり現場に臨場し、立会等を行う場合には、そ

の業務に協力しなければならない。また、書類（計画書、報告書、データ、図面等）

の提出に際し、説明を求められた場合にはこれに応じなければならない。 



(2) 監督補助員は、約款第 9条に規定する監督員ではなく、指示、承諾、協議及び確認の

適否等を行う権限は有しないものである。ただし、監督員から受注者に対する指示、

通知等を監督補助員を通じて行うことがある。 

(3) 受注者が監督員に対して行う報告又は通知は、監督補助員を通じて行うことができ

る。 

1-1-1-9 現場技術員 

受注者は、設計図書で建設コンサルタント等に委託した現場技術員の配置が明示された

場合は、次の各号によらなければならない。 

(1) 受注者は、現場技術員が監督員に代わり現場に臨場し、立会等を行う場合には、そ

の業務に協力しなければならない。また、書類（計画書、報告書、データ、図面等）

の提出に際し、説明を求められた場合にはこれに応じなければならない。 

(2) 現場技術員は、約款第 9条に規定する監督員ではなく、指示、承諾、協議及び確認の

適否等を行う権限は有しないものである。ただし、監督員から受注者に対する指示、

通知等を現場技術員を通じて行うことがある。 

(3) 受注者が監督員に対して行う報告又は通知は、現場技術員を通じて行うことができ

る。 

 1-1-1-11 工事着手 

    受注者は、設計図書に工事に着手すべき期日について定めのある場合を除き、特別の事

情がない限り、工事開始日以降 30日以内に工事着手しなければならない。 

1-1-1-12 工事の下請負 

1.一般事項 

受注者は、下請負に付する場合には、以下の各号に掲げる要件をすべて満たさなければ

ならない。 

(1) 受注者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。 

(2) 下請負者が、阿波市の入札参加資格者である場合には、入札参加資格停止期間中で

ないこと。 

(3) 下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。 

(4) 受注者は、下請契約を締結するときは、下請負に使用される技術者、技能労働者等

の賃金、労働時間その他の労働条件、安全衛生その他の労働環境が適正に整備される

よう、市場における労務の取引価格、保険料等を的確に反映した適正な額の請負代金

及び適正な工期等を定める下請け契約を締結しなければならない。 

2.下請負人の優先選定 

受注者は、本工事の一部を下請に付する場合、阿波市内に主たる営業所を有する者の中

から優先して選定するよう努めなければならない。 

なお、設計金額が1億円以上の工事にあっては、阿波市内に主たる営業所を有する者以外

と下請契約する場合は、阿波市内企業を選定できない理由を記載した文書を事前に監督員

に提出しなければならない。 

1-1-1-14 土木施工管理技術検定制度等の活用 

 1.当初請負対象金額 4,500 万円以上 9,000 万円未満の土木一式工事または舗装工事 

   削除 

 2.当初請負対象金額 9,000 万円以上の土木一式工事または舗装工事 

   削除 

1-1-1-15 現場代理人及び主任技術者等 

1.選任通知 

(1) 受注者は、「現場代理人及び主任技術者等選任通知書」（以下「選任通知書」とい



う。）を、総合評価落札方式の場合は落札候補者となった時点で工事発注担当者へ、そ

の他の場合は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き 14 日以内に監督員へ提出し、確認

を受けなければならない。ただし、共同企業体の場合は、代表構成員は現場代理人及び

主任技術者又は監理技術者を選任することとし、その他の構成員は主任技術者を選任す

ることとする。なお、この選任通知書の提出後、その内容を変更しようとする場合は、

監督員と協議しなければならない。また、監督員との協議により変更が認められたとき

は、変更日から土曜日、日曜日、祝日等を除き 14 日以内に監督員に変更した選任通知書

を提出し、確認を受けなければならない。 

(2) 削除 

(3) 受注者は、選任通知書提出時に次のものを提示しなければならない。なお、提示物は

写しでも可とする。 

① 現場代理人と受注者（共同企業体の場合は代表構成員）との直接的かつ恒常的な雇用

関係が確認できるもの（健康保険証等）。 

② 主任技術者又は監理技術者と受注者（共同企業体の場合は各構成員）との直接的かつ

恒常的な雇用関係が確認できるもの（健康保険証等）。ただし、監理技術者資格者証

で確認できる場合は、この限りでない。なお、入札参加資格として技術者の専任配置

が求められた工事における主任技術者又は監理技術者は、開札日（随意契約は見積書

提出日）以前に受注者と 3ヶ月以上の雇用関係がなければならない。 

(4) 受注者は、選任通知書に次のものを添付しなければならない。 

① 主任技術者又は監理技術者の資格又は実務経験 

・建設業法第 7 条第 2 号ハ、及び同法第 15 条第 2 号イ又はハに該当する有資格者（土

木施工管理技士等）については、技術者取得資格証明書（技術検定に合格した者につ

いては、合格証明書受領までの期間（合格通知書の交付日より半年程）は合格通知書

で可） 

・建設業法第 7 条第 2 号イ又はロ、及び同法第 15 条第 2 号ロに該当するものについて

は、実務経験証明書 

② 監理技術者を選任した場合（下請金額の総額が 5,000 万円以上）は、監理技術者資格

者証及び監理技術者講習修了証（それぞれ表、裏とも） 

7.その他、現場代理人及び主任技術者等に関する取扱いについて 

受注者は、上記 1～6 のほか、現場代理人及び主任技術者等に関する取扱いについては、

阿波市が定める「現場代理人、主任技術者等の適正な配置について」「現場代理人の常駐

義務緩和に関する取扱要領」によらなければならない。 

 1-1-1-16 受発注者間の情報共有 

発注者及び受注者は、受発注者間の設計思想の伝達及び情報共有を図るため、設計者、

受注者、発注者が一堂に会する会議を施工者が設計図書の照査を実施した後及びその他必

要に応じて開催することを協議できる。 

1-1-1-19 工事の一時中止 

4.「徳島県土木工事の一時中止に係るガイドライン（案）」について 

発注者及び受注者は、上記 1 ～ 3 のほか、工事の全部又は一部の施工について一時中止

する場合は、「徳島県土木工事の一時中止に係るガイドライン（案）」を参考とする。 

1-1-1-20 設計図書の変更 

設計図書の変更とは、入札に際して発注者が示した設計図書を、発注者が指示した内容

及び設計変更の対象となることを認めた協議内容に基づき、発注者が修正することをい

う。 

なお、発注者又は監督員と受注者は、設計図書の変更に係る業務の円滑化を図るため、

「阿波市土木工事設計変更ガイドライン」に基づき、対等の立場で合議し、信義に従って



誠実に契約を履行するものとする。 

1-1-1-21 工期変更 

1.一般事項 

約款第 15 条第 7項、第 17 条第 1項、第 18 条第 5項、第 19条、第 20条第 3項、第 22 条

第 1 項、第 23 条第 1 項及び第 41 条第 2 項の規定に基づく工期の変更について、約款第 24

条第 1項の工期変更協議の対象であるか否かを監督員と受注者との間で確認する（本条にお

いて以下「事前協議」という。）ものとし、監督員はその結果を受注者に通知するものと

する。 

1-1-1-24 建設副産物 

2．マニフェスト 

受注者は、建設副産物が搬出される工事においては、建設発生土は建設発生土搬出調

書、産業廃棄物は産業廃棄物管理票（紙マニフェスト）又は受渡確認票（電子マニフェス

ト）により、適正に処理されていることを確かめるとともに、監督員に建設発生土搬出調

書を提出しなければならない。また、産業廃棄物管理票又は受渡確認票の写しを工事しゅ

ん工検査請求書提出時までに監督員に提示しなければならない。 

なお、当初契約図書に明記された搬出先から変更があり、かつ、搬出先が建設発生土処

分場である場合は、監督員に建設発生土処分場確認書を提出しなければならない。 

8.建設リサイクル法通知済証の掲示 

受注者は、一定規模以上の工事においては、工事現場の公衆の見やすい場所に工事着手

日までに「建設リサイクル法通知済証」を掲示し、工事しゅん工検査が終了するまで存置

しておかなければならない。なお、「建設リサイクル法通知済証」は契約締結後から工事

着手日までの期間に発注者から支給することとする。 

1-1-1-25 監督員による確認及び立会等 

4.遵守義務 

受注者は、約款第 9 条第 2 項第 3 号、第 13 条第 2 項又は第 14 条第 1項若しくは同条第 2

項の規定に基づき、監督員の立会を受け、材料の確認を受けた場合にあっても、約款第 17

条及び第 32 条に規定する義務を免れないものとする。 

5.段階確認 

段階確認は、阿波市が定める「土木工事における段階確認実施要領」に基づいて行うも

のとする。 

1-1-1-28 工事完成図書等の納品 

1.工事完成図書の納品 

(1) 受注者は、約款、共通仕様書等に規定する書類を監督員に提出しなければならない。

なお、様式が定められていないものは、監督員の指示によらなければならない。 

(2) 削除 

2.電子納品 

削除 

1-1-1-29 しゅん工検査 

6.検査対応 

受注者は、阿波市工事検査規程に基づく軽微な破壊検査が行えるよう準備しなければな

らない。この場合において、検査における掘削、破壊、削孔、抜き取り等の箇所は、検査

後、直ちに復旧しなければならない。 

1-1-1-30 部分払検査等 

7.中間前払金の請求 

受注者は、約款第 35 条に基づく中間前払金の請求を行うときは、公共工事の中間前金払



事務取扱要領に基づき中間前金払認定請求書及び工事履行報告書を作成し、当該中間前払

金に関する保証契約に係る保証証書を添えて、工事発注担当者に提出しなければならな

い。 

1-1-1-31 中間検査 

1.一般事項 

受注者は、阿波市工事検査規程に基づく、中間検査を受けなければならない。 

1-1-1-33 施工管理 

  3.標示板の設置 

   受注者は、施工に先立ち工事現場又はその周辺の一般通行人等が見やすい場所に、工事

目的、工期、発注者名、受注者名、連絡先、電話番号等を記載した標示板（工事看板）を

設置し、工事完成後は速やかに標示板を撤去する。ただし、標示板の設置が困難な場合は、

監督員と協議し、しかるべき処置を講じなければならない。 

なお、標示板の記載にあたっては、実際の現場作業期間や時間帯など、工事に関する情

報をわかりやすく記載するものとする。 

また、記載内容については、工事内容に応じて、阿波市が定める「工事現場における標

示施設等の設置基準」を参考にするものとする。 

  9.工事情報共有化 

削除 

12.賃金水準確保等に関するポスター掲示 

受注者は、監督員から技能労働者への適切な賃金水準の確保等に関するポスターの掲示

指示があった場合、工事関係者が見やすい場所に掲げるとともに、掲示状況について工事

写真として提出しなければならない。 

 1-1-1-35 週休二日の対応 

    受注者は、原則、週休二日に取り組むよう努めなければならない。 

 1-1-1-36 工事関係者に対する措置要求 

  2.技術者に対する措置 

    発注者又は監督員は、主任技術者、監理技術者、監理技術者補佐及び専門技術者（これ

らの者と現場代理人を兼務する者を除く。）が工事目的物の品質・出来形の確保及び工期

の遵守に関して、著しく不適当と認められるものがあるときは、受注者に対して、その理

由を明示した書面により、必要な措置をとるべきことを請求することができる。 

1-1-1-37 工事中の安全確保 

6.架空線等事故防止対策 

  受注者は、架空線等上空施設の位置及び占用者を把握するため、工事現場、土取り場、

建設発生土受入地、資材等置き場等、工事に係わる全ての架空線等上空施設の現地調査

（場所、種類、高さ等）を行わなければならない。 

 1-1-1-40 事故報告書 

    受注者は、工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に連絡する。 

1-1-1-43 交通安全管理 

  16.交通誘導警備員の勤務実績報告 

受注者は、交通誘導警備員を配置した場合は、「交通誘導警備員勤務実績報告書」を作

成し、1 ヶ月ごとに勤務実績が確認できる資料（勤務伝票の写し）とともに、監督員に提出

しなければならない。 

なお、受注者は、合格証明書の写し等資格要件の確認ができる資料を事前に監督員に提

出しなければならない。また、検定合格警備員は、当該業務に従事している間は合格証明

書を携帯し、かつ、監督員の請求があったときは、これを提示しなければならない。 

1-1-1-55 阿波市内産技術等の優先使用 



受注者は、阿波市内企業が開発した技術等（技術、材料、工法）を優先して使用するよ

う努めるものとし、使用できない場合は、県内企業が開発した技術等（技術、材料、工

法）を優先して使用するよう努めるものとする。 

1-1-1-57 しゅん工標の設置 

削除 

1-1-1-60 暴力団等からの不当要求又は工事妨害の排除 

受注者は、工事の施工に関し、暴力団等から不当要求又は工事妨害を受けた場合には、

阿波市が定める「暴力団等による建設工事への不当介入対応マニュアル」により対応しな

ければならない。 

1-1-1-62 市内在住者の優先雇用【追加項目】 

受注者は、工事の施工に際して、作業員等の雇用を必要とする場合は、阿波市内に住所

を有する方を優先して雇用するよう努めなければならない。 

第３章 無筋・鉄筋コンクリート 

第３節 レディーミクストコンクリート 

1-3-3-2 工場の選定 

5.阿波市内の工場の選定【追加項目】 

受注者は、レディーミクストコンクリートを使用する工事を施工する場合、阿波市内の

工場から出荷されたレディーミクストコンクリートを使用するよう努めなければならな

い。 

 

第２編 材 料 編 

第１章 一般事項 

第３節 阿波市内産資材等 

2-1-3-1 阿波市内産資材の原則使用 

1.一般事項 

受注者は、建設資材を使用する工事を施工する場合、原則として阿波市内産資材の使用

に努め、使用できない場合は県内産資材を使用しなければならない。ただし、特段の理由

がある場合はこの限りでない。 

なお、ＷＴＯ対象工事については、阿波市内産資材及び県内産資材を優先して使用する

よう努めるものとする。 

 

阿波市内産資材【県内産資材】（次のいずれかに該当するもの） 

① 材料の主な部分を阿波市内産出【県内産出】の原材料を使用している製品 

② 阿波市内【徳島県内】の工事で加工、製造された製品 

注１ 部材、部品が阿波市外製品【県外製品】であっても、阿波市内の工場【県内の工場】

で加工製造した製品（二次製品）であれば阿波市内産資材【県内産資材】として取り扱

う。 

注２ 阿波市内企業が市外【県内企業が県外】に立地した工場（自社工場）で加工製造した

製品も阿波市内産資材【県内産資材】として取り扱う。 

注３ 徳島県土木工事共通仕様書、公共建築工事標準仕様書その他関連する示方書等の基準

を満たす資材、製品であること。 

※県内産資材については【】内の記載内容で読み替えるものとする。 

 

2.阿波市内産資材等を使用できない場合の理由書の提出 

受注者は、阿波市内産資材以外の資材を使用する場合は、事前に監督員へ阿波市内産資



材を使用できない理由を記載した書面及び確認資料の提出が必要か確認を行い、指示に従

うものとする。 

また、受注者は、県内産資材以外の資材を使用する場合は、県内産資材を使用できない

理由を記載した書面及び確認資料を事前に監督員へ提出し、承諾を得なければならない。 

2-1-3-2 阿波市内産原材料等の優先使用 

受注者は、建設資材を使用する工事を施工する場合、阿波市内産出の原材料を用いた資

材を優先して使用するよう努めるものとし、使用できない場合は、県内産出の原材料を用

いた資材を優先して使用するよう努めるものとする。 

2-1-3-3 阿波市内企業調達資材等の優先使用 

受注者は、阿波市内に主たる営業所を有する者から調達した資材（以下「阿波市内企業

調達資材」という。）を優先して使用するよう努めるものとし、使用できない場合は、県

内に主たる営業所を有する者から調達した資材（以下「県内企業調達資材」という。）を

優先して使用するよう努めるものとする。 

なお、阿波市内企業調達資材以外を使用する場合は、事前に監督員へ阿波市内企業調達

資材を使用できない理由を記載した書面及び確認資料の提出を行い、指示に従うものとす

る。 

また、県内企業調達資材以外を使用する場合は、県内企業調達資材を使用できない理由

書を記載した書面及び確認資料を事前に監督員へ提出しなければならない。 

 2-1-3-4 阿波市内産再生砕石の原則使用 

    受注者は、再生砕石を使用する工事を施工する場合、阿波市内の再資源化施設（廃棄物

の処理及び清掃に関する法律第 15条第 1項に基づく許可を有する施設（同法第 15条の 2の

6 第 1 項に基づく変更の許可において同じ。））で製造された再生砕石を原則として使用する

ものとし、使用できない場合は、県内の再資源化施設（廃棄物の処理及び清掃に関する法

律第 15条第 1項に基づく許可を有する施設（同法第 15条の 2の 6第 1項に基づく変更の許

可において同じ。））で製造された再生砕石を使用しなければならない。 

第２章 土木工事材料 

第４節 木材 

2-2-4-2 阿波市産木材等の使用 

1.阿波市産等の木製型枠の使用 

受注者は、コンクリート打設用型枠を使用する場合、原則として阿波市産木材を使用し

た型枠（阿波市産木製型枠）の使用に努め、使用できない場合は、県産木材を使用した型

枠（県産木製型枠）を使用しなければならない。ただし、特段の理由がある場合はこの限

りでない。 

2.工事看板等への阿波市産木材等の使用 

受注者は、工事において使用する工事看板・バリケード等については、阿波市産木材を

用いた木製品を優先して使用するよう努め、使用できない場合は、県産木材を用いた木製

品を優先して使用するよう努めるものとする。 

3.産地証明書類の提出 

受注者は、阿波市産木材又は県産木材を使用する場合は、徳島県木材認証機構から発行

される「産地認証」証明書の写しを監督員へ提出しなければならない。ただし、県内の森

林から直接調達するなど、「産地認証」証明書がない場合は、木材調達先の産地及び相手

の氏名等を記入した書類を監督員へ提出しなければならない。 

 

第３編 土木工事共通編 

第１章 一般施工 

第３節 共通的工種 



 3-1-3-25 銘板工 

  1.橋名板 

受注者は、親柱又は袖柱の橋名板を次の位置に取り付けなければならない。 

（1）漢字の橋名は、阿波市役所に向かって左側か若しくは道路起点側から見て左側親柱

の正面とする。 

（2）しゅん工年月は、阿波市役所に向かって右側か若しくは道路終点側から見て左側親

柱の正面とする。 

（3）ひらがなの橋名は、阿波市役所を背にして橋に向かって左側か若しくは道路終点側

から見て右側親柱の正面とする。 

（4）河川名等は、阿波市役所を背にして橋に向かって右側か若しくは道路起点側から見

て右側親柱の正面とする。 

 3-1-3-34 境界工 

  3.設置位置 

受注者は、境界杭（鋲）の設置にあたっては、設計図書に示す場合を除き，杭の中心点

を用地境界線上に一致させ、文字「阿波市」が内側（官地側）になるようにしなければな

らない。 

第１４節 法面工（共通） 

3-1-14-2 植生工 

19.契約不適合責任期間 

植生における約款第 42条第 2項の契約不適合責任期間は 1年間とする。 

 

第６編 河川編 

第１章 築堤・護岸 

第１１節 付帯道路工 

 6-1-11-10 集水桝工 

集水桝工の施工については、第 3編 3-1-3-30 集水桝・マンホール工の規定による。 

第３章 築堤・護岸 

第１節 付帯道路工 

3.適用規定（2） 

構造物撤去工、仮設工は、第 3 編第 1 章第 9 節構造物撤去工、第 10 節仮設工の規定によ

る。 

第 7節 水路工 

 6-3-7-4 集水桝工 

集水桝工の施工については、第 3編 3-1-3-30 集水桝・マンホール工の規定による。 

第８章 河川維持 

第６節 構造物補修工 

 6-8-6-4 ボーリンググラウト工の施工 

  14.コーキングの実施 

受注者は、注入中、堤体等にセメントミルクの漏えいを認めたときには糸鉛、綿鉛、モ

ルタルによりコーキングを行わなければならない。 

第 9章 河川修繕 

第 7節 管理用通路工 

 6-8-6-4 排水構造物工 

  2.適用規定（2） 



排水構造物工のうち、集水桝工、人孔、蓋の施工については、第 3 編 3-1-3-30 集水桝・

マンホール工の規定による。 

 

第 7 編 河川海岸編 

第１章 堤防・護岸 

第 5節 護岸基礎 

 7-1-5-6 海岸コンクリートブロック工  

  6.養生 

受注者は、コンクリート打設後の施工については、第 1編 1-3-6-9 養生の規定によらなけ

ればならない。 

なお、養生用水に海水を使用してはならない。 

第 12 節 排水構造物工 

 7-1-12-4 集水桝工 

集水桝工の施工については、第 3編 3-1-3-30 集水桝・マンホール工の規定による。 

第 14 節 付帯道路工 

 7-1-14-2 作業土工（床掘り・埋戻し） 

作業土工の施工については、第 3編 3-1-3-3 作業土工（床掘り・埋戻し）の規定による。 

 7-1-14-9 集水桝工 

集水桝工の施工については、第 3編 3-1-3-30 集水桝・マンホール工の規定による。 

 

第９編 

第３章 

第４節 

 9-3-4-7 注入 

   10.漏えい対策 

受注者は、注入中、岩盤表面等へのセメントミルクの漏えい等に注意をはらい、セメン

トミルクの漏えいを認めたときには、糸鉛、綿糸、モルタルによりコーキングを行わなけ

ればならない。 

 

第１０編 道路編 

第 1章 道路改良 

第 1節 適用 

  2.適用規定（1） 

道路土工、構造物撤去工、仮設工は、第 1編第 2章第 4節道路土工、第 3編第 1章第 9節

構造物撤去工、第 10 節仮設工の規定による。 

第２章 舗装 

第７節 踏掛版工 

 10-2-7-1 一般事項 

  3.適用規定 

受注者は、踏掛版工の施工については、「道路土工－盛土工指針」（日本道路協会）の

踏掛版及び施工の規定、第 10編 10-2-7-4 踏掛版工の規定によらなければならない。これに

より難い場合は、監督員の承諾を得なければならない。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水道配水用ポリエチレン管工事標準仕様書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 4 年 9 月 
阿波市水道部 



 

本水道配水用ポリエチレン管工事標準仕様書は，阿波市水道部が発注する水道工事その他これらに

類する工事について，統一的な解釈及び運用を図るとともに，その他必要な事項を定め，適正な施工の

確保を図るためのものである。 

水道配水用ポリエチレン管 JWWA K144 及び水道配水用ポリエチレン管継手 JWWA K145（以下「ポ

リエ チレン管」という。）呼び径 50mm，75mm，100mm,150ｍｍ,200mm の取扱いについて，次の事項を

厳守すること。 
 
 
 
１．配管技能者 

配管技能者の資格要件は，阿波市水道部配水管工事技能者として登録され，耐震継手資格

を認定された者のうち，配水用ポリエチレンパイプシステム協会主催の水道配水用ポリエチ

レン管施工講習会を受講し受講証を取得した者とする。 
 
 
２．施工 
 

２－１ 一般事項 

（１）布設工事の留意点 

① ポリエチレン管は，埋設管路に適用するものとし，露出配管等紫外線の影響を受けるような場所

には適用しない。 

② ポリエチレン管は，静水圧で 0.75MPa   以下の環境で使用する。 

③ ポリエチレン管の取扱いにおいて，傷がつき易いので放り投げたり引きずったりすることは厳に

慎み丁寧に取り扱う。また紫外線，火気からの保護対策を講じること。又，内外面に損傷・劣化が

見られる場合は，その部分を切り落として使用すること。 

④ 水場あるいは雨天時にＥＦ接合する必要がある場合は，事前に監督員と協議し水替，雨よけ等

の必要な措置を講じ，接合部の水付着を防止すること。 

⑤ コントローラは共用タイプとする。共用タイプ以外のコントローラはＥＦ継手とコントローラが適合

していることを確認すること。また，使用する発電機は，交流 100V で必要な電源容量（概ね２

KVA）が確保されたものをコントローラ専用として使用すること。 

⑥ ポリエチレン管は柔軟であるため曲げ配管が可能であるが，無理な生曲げは厳に慎み，ベンド

等を使用して施工すること。やむを得ず生曲げ配管を行う場合は，事前に監督員と協議すること。 

 

曲げ配管の最小半径（ｍ） 

呼び径 50 75 100 150 200 

最小半径 5.0 7.0 9.5 13.5 19.0 

 
⑦ 直管は施工時１本毎に計測を行い，延長を管理しなければならない。（管の特性として温度に

より直管寸法が伸縮するため） 

（２） 材料の運搬及び保管 

① 管の取扱いにおいて，特に傷がつかないように注意し，また紫外線，火気からの保護対策を行

う。 

② トラックからの積み降ろしのときは，管や継手を放り投げたりして衝撃を与えない。 

③ トラックで運搬するときは，管がつり具や荷台の角に直接当たらないようにクッション材で保護す

る。 

④ 小運搬を行うときは，必ず管全体を持ち上げて運び，引きずったり滑らせたりしない。 

⑤ 管の保管は屋内保管を原則とし，出荷時の荷姿のまま保管すること。現場で屋外保管する場合

はシートなどで直射日光を避けると共に，熱気がこもらないように風通しに配慮すること。 

⑥ 管の保管は平坦な場所を選び，まくら木を約１ｍ間隔で敷き，不陸が生じないように横積みし，

井桁積みはしないこと。 

⑦ 継手の保管は屋内保管を原則とし現場で屋外保管する場合は出荷時の荷姿（ダンボール箱内



 

でビニル袋による梱包）の状態のままシート等で覆うこと。 

⑧ 管，継手共に，土砂，洗剤，溶剤，油等が付着する恐れのある場所及び火気の側には置かな

いこと。 

⑨ 管の融着面の清掃時に使用するエタノール・アセトンは，保管量により消防法の危険物に該当

するため，保管に当たっては，法令及び地方自治体の条例を遵守する。 

⑩ 多量に灯油，ガソリン等の有機溶剤を扱う場所での管の布設は，水質に悪影響を及ぼす場合

があるので，必要に応じてさや管を利用するなどの対策を行う。 

 

２－２ ポリエチレン管との接合 

（１）  ＥＦ接合（一般配管） 

① 管の切断 

管の切断は所定のパイプカッターを用い，管軸に対して管端が直角になるように切断すること。

また，高速砥石タイプの切断工具は熱で管切断面が変形する恐れがあるため，使用してはなら

ない。 

切断によりバリが発生した場合は，ハンドスクレーパーなどでバリを丁寧に取り除く。その際，管

の内部にきりかすが残らないように十分注意する。 

② 管の清掃 

管に傷がないか点検のうえ，管に付着している土や汚れをペーパータオルまたは清潔なウエ

スで清掃する。清掃は管端から 200 ㎜以上の範囲を管全周に渡って行うこと。 

③ 融着面の切削 

パイプ製造時の熱劣化や保管時の紫外線劣化などにより管表面には酸化皮膜が形成されて

おり，この酸化皮膜があると著しくＥＦ接合強度が低下するので切削（スクレープ）により除去する。 

管端から測って規定の差込長さの位置に標線を記入する。次に削り残しや切削むらの確認を

容易にするため，切削面をマーキングし，スクレーパを用いて管端から標線まで管表面を切削

（スクレープ）する。 

切削が不十分な場合は，融着不良となる場合があるため完全に切削すること。削り過ぎには十

分注意すること。管と継手の隙間が大きくなるのでスクレーパを用いた切削は１回とし，削り残しが

あれば手カンナで切削すること。 

④ 融着面の清掃 

管の切削面とＥＦソケット等（または接合する継手の受口）の内面全体をエタノールまたはアセト

ンをしみ込ませたペーパータオルで清掃する。（清掃不足で融着面に水・砂等の異物が付着して

いると融着不良の原因となる）清掃作業は原則として素手で行うこと。軍手を付けたまま行うと，軍

手の繊維や汚れが清掃面に付着する恐れがある。手が荒れる場合にはナイロン手袋等を使用す

る。 

ペーパータオルは化繊等が含まれないパルプ 100％（再生紙不可）を使用し，ティシュペーパ

ーやウエス等は使用しないこと。ペーパータオルは，清掃箇所毎に交換すること。 

ＥＦ継手等は融着面に泥等が付着しないように，融着直前に梱包から取り出すこと。 

清掃に使用する溶剤は洗浄力と乾燥速度の点からアセトンが好ましい。エタノールを用いる場

合は，純度 95％以上のものを使用し，特に冬場の低温時には十分な乾燥時間を確保すること。

（消毒用エタノールは含水量が多く乾き難いため使用しない） 

清掃後は融着面に手を触れないこと。触れた場合は再度清掃する。 

⑤ マーキング 

切削・清掃済みの管にソケット等を挿入し，端面に沿って円周方向にマーキングする。 

⑥ 管と継手の挿入・固定 

ＥＦソケット等に双方の管を標線まで挿入し，クランプを用いて管とＥＦソケットを固定する。 

⑦ 融着準備 

継手とコントローラの適合を確認のうえ，コントローラの電源を入れる。コントローラは通電中に

電圧降下が大きくなった場合は作動しなくなるため，電源は専用のものを使用すること。また，発

電機使用による冬季施工では，必ず暖気運転を行い使用すること。 

継手の端子に出力ケーブルを接続し，コントローラ付属のバーコードリーダで継手のバーコー

ドを読み込み，融着データを入力する。 



 

⑧ 融着 コントローラのスタートボタンを押して通電を開始する。ケーブルの脱落や電圧降下により

通電中にエラーが発生した場合は，融着不良部分を切除し，新しいＥＦソケット等を用いて最初

から作業をやり直すこと。 

⑨ 確認 ＥＦソケット等のインジケータが隆起していることを確認する。インジケータの隆起が確認で

きない場合，あるいはコントローラが正常終了していない場合は融着不良であり，この場合は接合

不良部分を切除のうえ作業をやり直すこと。 

⑩ 冷却 コントローラの通電が終了しても，規定の冷却時間をとること。また，通電終了時刻に所要

冷却時間を加えた冷却完了時刻を継手に記入し，その時刻になるまで，クランプで固定したまま

にし，外力を加えてはならない。 

冷却は自然放置で行ない，決して水をかけたりして冷却してはならない。 

 

冷却時間（分） 

呼び径 50 75 100 150 200 

所要冷却時間 5 10 10 10 15 

 

（２） メカニカル接合 メカニカル接合は監督員と協議を行い，既設仕切弁が完全に止水できない場合，

地下水位が高く湧水が処理できない場所，異管種既設管との接合等，やむを得ない理由がある場合

に限る。 

① 管端の処理及び清掃 

管端が直角になるように切断し，管端面のバリを取り除いたうえで管端から 200 ㎜程度の内外

面を清浄なウエス等で油・砂等の異物，汚れを除去する。また，管端の外周部の面取りを行うこと

で挿入が容易になるので必ず実施すること。 

② インナーコアの挿入 

インナーコアについても同様に付着した汚れをウエス等で清掃し，管に挿入する（挿入量は各

メーカーの基準に準じる）。インナーコアが入りにくい場合は，角材等を当ててプラスチックハンマ

ーまたは木䬡等で軽くたたいて管，インナーコアに傷等を付けないように挿入する。 

③ 標線のマーキング 

図のように標線をマーキングし接合作業を行うこと。なお，挿し口の標準挿入量（Ｌ1）及び最小

挿入量（Ｌ2）は各メーカーの基準による。 
 
 

            
 
 
 

④ 挿入本体を指定の挿入量まで挿入する。（各メーカーの取扱説明書による） 

⑤ 締め付け 

各ボルト・ナットを定められた状態になるまで締付ける。（各メーカーの取扱説明書による） 

⑥ ポリエチレンスリーブ（浸透防止スリーブ）等の取付け 

メカニカル接合を行った場合には，金属の腐食を防止するため，ポリエチレンスリーブ（浸透防

止スリーブ）等を取付ける。 



２－３ ポリエチレン管の据付 

（１）  配管に当たっては，内外面の状態を良く確かめ，取扱い時に発生した使用上有害な欠点があった

場合，監督員と協議しその部分を切除すること。 

（２）  管の埋設は，掘削床付面を平らに仕上げ，石，まくら木，胴木等の固形物が直接管に触れないよう

に砂床の厚さ 10 ㎝以上になるように埋め戻すこと。 

（３）  管明示シートは，指定された道路等に布設する管路に使用し，管路を埋戻す際に設計図又は施工

標準図に従って敷くこと。 

（４）  管明示テープは，管に正確に貼り付けること。（胴巻きテープの間隔は４箇所／本，胴巻きは１箇所

当たり 1.5 回巻きとする） 

（５）  多量に灯油，ガソリン等の有機溶剤を扱う場所等に管を布設する場合，水質に悪影響を及ぼす場

合があるので，監督員と協議し土の汚染度の確認や非汚染土による埋め戻し，浸透防止スリーブの

使用など適切な措置を検討すること。 

（６）  浸透防止スリーブの施工は，日本ダクタイル鉄管協会発行のダクタイル管用ポリエチレンスリーブの

施工要領書に準ずる。 

 

２－４ 給水管の分岐方法 

（１） 給水管の分岐材料は阿波市水道部業務課が指定する材料を使用する。 

（２） 䬼孔（配管）等は，配水用ポリエチレンパイプシステム協会等の指導員による実技指導を受け実施

するものとする。但し，配水用ポリエチレンパイプシステム協会の受講証を取得した者は指導員による

実技指導を省くことができる。 

（３） 分水栓付き鋳鉄サドル 

① 管の清掃 

管に傷がないか点検のうえ，管に付着している土，汚れ等をペーパータオル（化繊等が含まれて

いないパルプ 100％を使用し，再生紙は使用しない。）で清掃する。清掃は，サドル幅に左右 100

㎜以上の範囲を管全周にわたって行う。 

② サドルの取付け 

サドルに土，汚れ等が付着していないことを確認し，管にサドルを取付ける。ボルト・ナットは，トル

クレンチを用い規定の締付トルクで締め付ける。 

③ 䬼孔 

䬼孔を行う場合は，手動の䬼孔機を用い専用のホルソを取付ける。電動の䬼孔機は，回転数が

速く摩擦により管を傷めることがあるので使用しない。給水管等で排水しながら䬼孔を行う。 

䬼孔後は，必ず水漏れがないことを確認する。 

④ 浸透防止スリーブ等の取付け 

䬼孔完了後には，金属部分の腐食を防止するため，浸透防止スリーブ等を取付ける。 

⑤ 水圧検査 

給水装置工事施行要領に準拠すること。 



３．水圧試験 

 

（１）通水は，ＥＦ接合が終了しクランプを外せる状態になってから，30 分以上経過してから行う。 

（２）管内の洗浄を行い，管内の空気が完全に除去したことを確認する。 

（３）水圧試験は，１試験で最大 500ｍまでの区間とする。 

（４）水圧試験を行うにあたっては，監督員の立会のもとで実施すること。 

（５）水圧試験結果については，報告書を作成し，写真とともに監督員に提出する。 

（６）水圧試験方法・判定基準 

 

 

管路の水圧を 0.75MPa まで加圧し， ５分間放置する。 

 

 

 

５分間放置後，水圧を 0.75MPa まで再加圧し， 

 計測（記録）を開始する。 

 

 

 

計測（記録）を開始してから， 

 １時間後の水圧を確認する。 
 

 

  

0.60MPa 以上 0.60MPa 未満 
 

 
 

合 格           不合格 

 

 

 

 

４．施工管理 

 

４－１ 接合管理 

（１）  ＥＦ接合 

水道配水用ポリエチレン管ＥＦ接合チェックシートは日報提出時に添付する。 

（２）  メカニカル接合（ＨＰＰＥ用メカニカルジョイント等） 

押輪と継手本体がメタルタッチしている状態で，標準挿入量の標線まで押輪端面が挿入さ

れていることを確認する。 

（３）  その他既設管路の接合 

既設管連絡等で，他管種管路との接合がある場合は，従来どおりの接合管理を行うこと。 



５. 工事写真管理 

 

配管継手状況工事写真管理 

① 配水用ポリエチレンパイプシステム協会発行の施工マニュアルを参考に管端から測って規

定の差し込み長さの位置に標線を記入及び，融着面の波形線マーキングを行った後，撮影

する。 

② 融着面に記入した波形マーキングが完全に消え，切削完了が確認できるように撮影する。

（使用機械が判別できるように，切削機（スクレーパー）を外す前に撮影する。） 

③ 挿し口の切削面及び受口の内面の清掃状況を撮影する。（清掃はきれいな素手で行う。軍

手は厳禁とする。） 

④ ＥＦソケット等の挿入位置(挿し口の標線マーキング位置まで挿入)及びクランプを用いて管

とＥＦソケット等の固定を行った後，撮影する。（管番号，挿し口マーキング，固定状況が判別

できるように） 

⑤ ＥＦソケット等のコントローラの表示が正常終了であることが確認できるように撮影する。 

⑥ ＥＦソケット等のインジケータが隆起していることが確認できるように撮影する。 

（クランプ固定，管に記入された融着完了時刻，冷却完了時刻が確認できること） 

⑦ ＥＦ接合完了後，クランプで固定された状態で撮影する。融着終了時刻，冷却完了時刻を

記載する。 

⑧ 管明示テープ貼付け後，ロッドテープ等で貼付け間隔を測定し，撮影する。 

 

 

 

 

６．その他 

 

日本水道協会発行の「水道工事標準仕様書（土木工事編）」及び配水用ポリエチレンパイプシス

テム協会発行の「水道配水用ポリエチレン管及び管継手」施工・設計マニュアルを参考とする。 



 

 

水道配水用ポリエチレン管 ＥＦ接合チェックシート 

工事名  

口  径   気 温 ℃

準備 

発電機の作動確認 正  ・  異 電 圧 V (目安 100V-ll0V) 

コントローラー 仕様 : KEF3000 ・ JWEF200N ・ その他 (            ) 

接合箇所・管番号       

材 料 名 称       

略      図       

接 

合 

天候       

湧水の確認 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 

管・継手の清掃点検       

挿入標線のマーキング       

切断面の波形線ﾏｰｷﾝｸﾞ       

融着面の切断（ｽｸﾚｰﾌﾟ）       

融着面のｱｾﾄﾝ等の清掃       

挿入標線のﾏｰｷﾝｸﾞ       

挿入、クランプ固定       

通 

電 

ｺﾝﾄﾛｰﾗｰの作動確認 正 ・ 異 正 ・ 異 正 ・ 異 正 ・ 異 正 ・ 異 正 ・ 異 

コネクター接続       

バーコード読みとり       

融着終了時刻 ： ： ： ： ： ： 

検

査 

融着機の正常終了 正 ・ 異 正 ・ 異 正 ・ 異 正 ・ 異 正 ・ 異 正 ・ 異 

インジケーターの隆起 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 

冷却時間 分 分 分 分 分 分

クランプの取外し時刻 ： ： ： ： ： ： 

判      定 合 ・ 否 合 ・ 否 合 ・ 否 合 ・ 否 合 ・ 否 合 ・ 否 

備 考 

施工年月日 受注者名(施工会社名) 配管工氏名 現場代理人 

令和  年  月  日    
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水 道 工 事 特 記 仕 様 書 （令和 6 年 11 月 1 日以降適用） 

 

 

１．一般事項 

１－１ 適用範囲 

この特記仕様書は、徳島県土木工事共通仕様書、水道工事標準仕様書（日本水道協会）に準拠しているが、仕

様書・設計書・図面に記載されている事項に対しては、この特記仕様書が優先する。 

  この特記仕様書に記載されていない事項については、監督員の指示に従うこととする。 

１－２ 法令等の遵守 

  工事の施工にあたり請負者は、労働安全衛生法等諸法令及び工事に関する諸法規を遵守し工事の円滑な運営を

はかり、運営適用は請負者の負担と責任において行うものとする。 

１－３ 疑義の解釈 

  仕様書及び設計書に疑義が生じた場合は、監督員の指示に従うこと。 

１－４ 書類の提出 

 (1) 請負者は、指定の日までに発注者の定める様式による書類を提出すること。 

  (2) 提出した書類に変更を生じたときは、速やかに変更届を提出すること。 

１－５ 委任または下請け 

 (1) 請負者は、工事の全部及び大部分を第三者に委任または請負わせてはならない。 

    なお、工事の一部を第三者に委任または請負わせようとするときは、予め書面にて発注者に提出しなければ

ならない。 

(2) 請負者は、本工事の一部を下請けに付する場合には、阿波市内に主たる営業所を有する者の中から優先して

選定するよう努めなければならない。 

  なお、阿波市内に主たる営業所を有する者以外と下請契約する場合は、市内業者を選定しない理由を記した

理由書を発注者に提出しなければならない。 

１－６ 現場代理人及び主任技術者等 

 (1) 請負者は、「現場代理人及び主任技術者等選任通知書」を総合評価落札方式の場合は落札候補者となった時点

で工事発注担当者へ、その他の場合は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き 14 日以内に監督員へ提出し、確

認を受けなければならない。 

 (2) 請負者は、現場代理人及び主任技術者等選任通知書に次のものを添付しなければならない。 

  ① 現場代理人及び主任技術者等と請負者との直接的・恒常的な雇用関係が確認できるもの（健康保険証の写し

等）。 

１－７ 暴力団等による不当介入の排除 

 (1) 請負者は、受注工事に関し暴力団等から不当要求または工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けた場合

には、その旨を直ちに発注者に報告するとともに、所轄の警察署に届け出ること。 

 (2) 請負者は、受注工事の一部について下請負させた場合においては、当該下請工事の施工に関し下請負人が暴

力団等から不当介入を受けたときは、請負者にその旨を報告することを義務付けること。また、請負者が報告

を受けた場合は、その旨を直ちに発注者に報告するとともに、所轄の警察署に届け出ること。 

 (3) 請負者は、発注者及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じること。 

 (4) 請負者は、排除対策を講じたにもかかわらず、工期に遅れが生じるおそれがある場合には、発注者と工程に

関する協議をすること。 

 (5) 請負者は、発注者と工程に関する協議を行った結果、工期内に工事が完成しないと認められた場合は、阿波

市公共工事標準請負約款（以下「約款」という。）第 24 条の規定により、発注者に工期延長の請求を行うこと。 

 (6) 請負者は、暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は、その旨を直ちに報告し被害届を速やかに所轄

の警察署に提出すること。請負者は、当該被害により工期に遅れが生じるおそれがある場合には、発注者と工

程に関する協議を行うこと。その結果、工期に遅れが生じると認められた場合には、請負者は約款第 24 条の規

定により、発注者に工期延長の請求を行うこと。 
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１－８ 官公署等への諸手続き 

  請負者は、工事の施工に必要な関係諸官公署および他企業への諸手続きにあたっては、あらかじめ監督員と打

合せのうえ迅速・確実に行い、その経過については速やかに監督員に報告すること。 

１－９ 費用の負担 

  材料および工事の検査ならびに工事施工に伴う測量・調査・試験・試掘および諸手続等に必要な費用は請負者

の負担とする。 

１－１０ 賠償の義務 

 （1）請負者は、工事のため発注者または第三者に損害を与えたときは、賠償の責を負うものとする。ただし、天

災その他不可抗力によると考えられる場合は、契約約款に基づき協議すること。 

  (2) 請負者の使用する労働者の行為またはこれに対する第三者からの求償については、発注者は一切その責を負

わない。 

  (3) (1)・(2)の処理は、原則として請負者が行うものとする。 

１－１１ 工事の検査 

 (1) 請負者は、次のいずれかに該当するときは、速やかに発注者に通知し検査を受けること。 

  ① 工事が完成したとき。 

  ② 工事の施工中でなければ、その検査が不可能なときまたは著しく困難なとき。 

  ③ 部分払いを必要とするとき。 

  ④ 瑕疵担保期間中に修復したとき。 

  ⑤ 工事を打ち切ったとき。 

  ⑥ 工事の手直しが完了したとき。 

  ⑦ その他必要があるとき。 

 (2) 発注者は、検査の依頼を受けたときは検査を行う日時を請負者に通知する。 

 (3) 請負者は、発注者の行う検査に立合い協力すること。この場合、請負者が立合わないときは検査に異議を申

し立てることはできない。 

 (4) 発注者は、必要に応じて破壊検査を行うことがある。 

 (5) 発注者は、必要があるときは請負者に通知のうえ検査を行うことができる。 

 (6) 中間検査に合格した既成部分についても、完成検査のときに手直しを命じることがある。 

 (7) 検査に合格しない場合は、発注者の指示に従い工事の全部または一部を直ちに手直し・改造または再施工し

検査を受けること。 

 (8) 検査による変質・変形・消耗または損傷した損失は、すべて請負者の負担とする。 

１－１２ 保証期間 

保証期間は、発注者の工事請負約款の基づくものとする。 

その他の工事目的物に瑕疵があるときは、請負者は引渡しの日から 1 年間その瑕疵を補修し、その瑕疵によっ

て生じた損失や損傷に対して賠償しなければならない。 

 

２．安全管理 

２－１ 一般事項 

 (1) 請負者は、常に工事の安全に留意して現場管理を行い、災害の防止に努めること。 

 (2) 請負者は、工事現場内の危険防止のため平素から防災設備を施すなど常に万全な措置がとれるよう準備して

おくこと。 

  ① 工事施工にあたり常に安全管理に必要な措置を講じ、労働災害発生の防止に努めること。 

  ② 工事現場における安全な作業を確保するため、適切な照明・防護柵・板囲い・足場及び標示板等を施すこと。 

    ③ 万一の事故の発生に備え、緊急時における人員招集・資材の調達・関係連絡先との連絡方法等を確認すると

ともに図表等に表し見やすい場所に掲示しておくこと。 

④ 暴風雨その他非常の際は必要な人員を待機させ、臨機応変の措置がとれるようにしておくこと。 

⑤ 火災予防のため火元責任者を定め常に火気に対する巡視をするとともに、適切な位置に消火器を配備し、そ

の付近は整理しておくこと。 
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(3) 危険物を使用する場合は、その保管及び取扱について関係法令に従い万全の対策を講ずること。 

(4) 工事のため火気を使用する場合は、十分な防火設備を講ずるとともに必要に応じ所轄消防署に届出又は許可

申請の手続きをとること。 

(5) 請負者は、工事の施工にあたり必要な安全管理者・各作業主任者・保安要員・交通整理員等を配置して、安

全管理と事故防止に努めること。 

(6) 現場代理人及び前項の要員等は、容易に識別できるよう名札等を常時着用する。 

(7) 大量の土砂・工事用資材及び機械などの運搬を伴う工事については、関係機関と協議して通行道路・通行期

間・交通誘導員の配置・標識・安全施設等の設置場所、その他安全対策上の必要事項について十分配慮したう

え搬送計画をたて実施すること。 

２－２ 交通安全対策 

(1) 請負者は、工事の施工にあたり道路管理者及び警察署長の交通制限にかかる指示に従うとともに、沿道住民

の意向を配慮し所要の道路標識・標示板・保安柵・注意灯・照明灯・覆工等の設備を行い交通の安全を確保す

ること。 

(2) 保安設備は、車両及び一般通行者の妨げとならないよう配置するとともに、常時適正な保守管理を行うこと。 

(3) 工事現場は、作業場としての使用区域を保安柵等により明確に区分し、一般公衆が立ち入らないように措置

するとともに、その区域以外の場所に許可なく機材等を仮置きしないこと。 

(4) 作業場内は、常に整理整頓をしておくとともに当該部分の進捗にあわせ直ちに仮復旧をなし、遅滞なく一般

交通に開放すること。 

(5) 作業区域内の開口部は、作業中でもその場に工事従事者がいない場合は、埋戻すか仮覆工をかけ又は保安ネ

ット等で覆っておくこと。ただし、作業時間中で作業場所の周辺が完全に区分されている場合は、この限りで

はない。 

(6) 作業区間内の消火栓・公衆電話・水道・電話等のマンホール及びボックスは、これを常時使用できるように

確保しておくこと。 

(7) 道路に覆工を設ける場合は、車両荷重等十分耐える強度を有するものとし、道路面との段差をなくすように

すること。 

(8) 道路を一般交通に開放しながら工事を施工する場合は、交通整理員を配置して車両の誘導及び事故防止にあ

たらせること。 

２－３ 歩行者通路の確保 

(1) 歩道（歩道のない道路では、通常歩行者が通る道路の端の部分）で工事をする場合は、歩行者通路を確保し、

常に歩行者の通路として開放すること。 

(2) 横断歩道部分で工事をする場合は、直近の場所に歩行者が安全に横断できる部分を設け、かつ交通整理員を

配置して歩行者の安全に努めること。 

(3) 片側歩道を全部使用して施工する場合は、作業帯の前後の横断歩道箇所に迂回案内板等を掲示するなどして、

歩行者を反対側歩道に安全に誘導すること。 

２－４ 事故防止 

(1) 請負者は, 工事の施工に際し公衆の生命身体及び財産に関する危害・迷惑を防止するために必要な措置をす

ること。 

(2) 工事は、各工種に適した工法に従って施工し設備の不備・不完全な施工等によって事故を起こすことがない

よう十分注意すること。 

(3) 工事現場においては、常に危険に対する認識を新たにして、作業の手違い・従事者の不注意のないよう十分

徹底しておくこと。 

(4) 工事用機械器具の取扱は熟練者を配置し、常に機能の点検整備を完全に行い、運転にあたっては操作を誤ら

ないようにすること。 

(5) 埋設物に接近して掘削する場合は、周囲の地盤の緩み・沈下等に十分注意して施工し、必要に応じて当該埋

設物管理者と協議のうえ防護措置を講ずること。また、掘削部分に他の埋設物が露出する場合は、当該管理者

と協議のうえ適切な標示を行い、工事従事者にその取扱い及び緊急時の処置方法・連絡方法を熟知させておく

こと。 
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(6) 工事中は地下埋設物の試掘調査を十分に行うとともに、当該埋設物管理者に立ち合いを求めてその位置を確

認し、埋設物に損傷を与えないように注意すること。 

(7) 工事用電力設備については、関係法規等に基づき次の措置を講ずること。 

① 電力設備には、感電防止用漏電遮断器を設置し感電事故防止に努めること。 

② 高圧配線・変電設備には危険表示を行い、接触の危険のあるものには必ず柵・囲い・覆い等感電防止措置を

行うこと。 

③ 仮設電気工事は、電気事業法電気設備に関する技術基準に基づき電気技術者に行わせること。 

④ 水中ポンプその他の電気関係器材は、常に点検補修を行い正常な状態で作動させること。 

(8) 工事中、その箇所が酸素欠乏若しくは有毒ガスが発生する恐れがあると判断したとき、または監督員その他

の関係機関から指示されたときは、換気設備・酸素濃度測定機・有毒ガス検知器・救助用具等を設備し酸欠作

業主任者をおき万全の対策を講ずること. 

(9) 薬液注入工事においては、注入箇所周辺の地下水・公共用水域等の水質汚染又は土壌汚染が生じないように、

関係法規を遵守して周到な調査と施工管理を行うこと。 

２－５ 事故報告 

請負者は、工事の施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に報告し、適切な措置を講ずるとともに事故

発生の原因及び経過・事故による被害の内容等について工事事故報告書（または監督員が指示する書式）を監督

員が指示する期日までに提出しなければならない。 

２－６ 現場の整理整頓 

(1) 請負者は工事施工中、交通及び保安上の障害とならないよう機械器具・不用土砂等を使用の都度整理整頓し、

現場内及びその付近は常に清潔に保つこと。 

(2) 請負者は、工事完成までに不用材料・機械類を整理するとともに、仮設物を撤去して跡地を清掃すること。 

２－７ 現場の衛生管理 

工事は、住民生活に欠くことができない安全な飲み水確保のための工事であり、施工にあたってはその重要性

を十分認識し、工事に従事する者は関係法令を遵守し特に衛生に注意すること。 

 

３．工事施工 

３－１ 一般事項 

(1) 請負者は、監督員と協議し工事の適正な施工管理を行うこと。 

(2) 請負者は、常に工事の進捗状況を把握し、予定の工事工程と実績とを比較して工事の円滑な進行を図ること。 

特に施工の期限を定められた箇所については、監督員と十分協議し工程の進行を図ること。 

(3) 請負者は、工事の出来形、品質等がこの仕様書・設計図等に適合するよう十分な施工管理を行うこと。 

(4) 請負者は、工事の施工順序に従いそれぞれの工事段階の区切りごとに点検を行った後、次の工程に着手する

こと。 

(5) 請負者は、監督員が常に施工状況の確認が出来るように、必要な資料の提出及び報告書等適切な措置を講ず

ること。また、工事日報を監督員に提出すること。 

(6) 請負者は、工事に先立ち必要に応じて関係官公署・他企業の係員の現地立合い、許可条件・指示事項等を確

認すること。 

３－２  事前調査 

(1) 請負者は、工事に先立ち施工区域全般にわたる地下埋設物の種類・規模・位置等をあらかじめ試掘及びその

他の方法により確認しておくこと。 

(2) 請負者は、工事箇所に近接する家屋等に被害が発生するおそれがあると思われる場合は、発注者と協議のう

え当該家屋等の調査を行うこと。 

(3) その他工事に必要な環境（道路状況・交通量・騒音・水利等）についても十分調査しておくこと。 

３－３  障害物件の取扱 

(1) 工事施工中、他の所管に属する地上施設物及び地下埋設物・その他工作物の移設または防護を必要とすると

きは、速やかに監督員に申し出て、その管理者の立合いを求め,移設又は防護の終了をまって工事を進行させる

こと。 
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(2) 請負者は、工事施工中損傷を与える恐れのある施設に対しては、仮防護その他適当な措置をし、工事完了後

原形に復旧すること。 

(3) 請負者は、地上施設物又は地下埋設物の管理者から直接指示があった場合は、その指示に従い、その内容に

ついて速やかに監督員に報告し、必要があると認められる場合は監督員と協議すること。 

３－４  現場付近居住者への説明 

請負者は、工事着手に先立ち現場付近居住者に対し監督員と協議のうえ工事施工について説明を行い、十分な

協力が得られるよう努めること。 

３－５  環境配慮 

請負者は、工事の施工に際し騒音・振動・塵埃及び湧水処理（水替工も同様）等による環境への影響に配慮し

た施工方法及び建設機械の選定を行うとともに、作業場におけるゴミの分別、清掃の励行等沿道住環境に悪影響

を与えぬよう有効適切な措置を講ずること。また、建造物・道路等に障害を及ぼさないよう十分注意すること。 

３－６  道路の保守 

残土運搬その他によって道路を損傷した場合は、掘削箇所以外の道路であっても請負者の負担で適切な補修を

すること。 

３－７  就業時間 

就業時間については、あらかじめ監督員と協議すること。 

３－８  工事施工についての折衝報告 

工事施工に関して、関係官公署・付近住民と交渉を要するとき、または交渉を受けたときは適切な措置を講ず

るとともに、速やかにその旨を監督員に報告すること。 

３－９  他工事との協調 

工事現場付近で他工事が施工されているときは、互いに協調して円滑な施工を図ること。 

３－１０  工事記録写真 

請負者は、「水道工事記録写真撮影要領」を参考にし、工事記録写真を整理編集して工事完成の際提出するこ

と。 

３－１１  工事完成図 

請負者は、工事完成図を作成して提出すること。提出する図面は、印刷したもの１部とデータで提出すること。

また、完成図は当初図面を変更したものと配管展開図・舗装展開図を提出すること。 

３－１２  工事関係書類の整備 

請負者は、随時監督員の点検が受けられるよう工事に関する書類を整備しておくこと。 

また出来高に変更が生じた場合は、数量計算書を速やかに提出する事。 

 

４． 管布設工事 

４－１  一般事項 

(1) 管布設に関しては、あらかじめ設計図又は施工標準図に基づき平面位置・土被り・構造物等を正確に把握し

ておくこと。また、施工順序・施工方法・使用機器等について監督員と十分打ち合わせを行った後,工事に着手

すること。 

(2) 設計図又は施工標準図により難い場合は、監督員と協議すること。 

(3) 新設管と既設埋設物との離れは、３０㎝以上とすること。ただし、所定の間隔が保持できないときは監督員

と協議すること。 

(4) ダグタイル鋳鉄管（NS･GX形）は、材料発注前に監督員の現場説明を受け試験調査等を行い、管割図面及び材

料表を作成し監督員の承認を受けること。 

４－２  試掘調査 

(1) 工事の施工に先立って試掘を行い、地下埋設物の位置等を確認すること。また、その結果を記録写真・調査

表等にまとめて監督員に報告すること. 

(2) 試掘箇所は、監督員と協議のうえ選定すること。 

(3) 試掘は原則として人力掘削とし、掘削中は地下埋設物に注意して損傷を与えないようにすること。 

(4) 試掘調査にあたっては、土質の性状・地下水の状態等を観察して事後の掘削工・土留工等の参考にすること。 
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(5) 既設埋設物の形状・位置等の測定は正確を期するとともに、埋戻し後もその位置が確認できるよう適切な措

置を講じること。 

(6) 試掘箇所は即日埋戻を行い仮復旧を行うこと。なお、仮復旧箇所は巡回点検し保守管理すること。また、試

掘調査の結果、近接する地下埋設物については、当該施設管理者の立ち合いを求め、その指示を受け適切な措

置を講ずること。 

４－３  掘削工 

(1) 掘削にあたっては、あらかじめ保安設備・土留・排水・覆工・残土処理等に必要な準備を整えたうえ着手す

ること。 

(2) アスファルト舗装・コンクリート舗装の切断は舗装切断機等を使用して切口を直線に施工する。また取り壊

しに当たっては、在来舗装部分が粗雑にならないように行うこと。 

(3) 舗装切断を施工する場合は、保安設備・保安要員等を適切に配置して交通上の安全を確保するとともに冷却

水処理にも留意すること。 

(4) 掘削は、開削期間を極力短縮するため、その方法・位置を十分検討して行うこと。 

(5) 同時に掘削する区域及び開口部の延長をあらかじめ監督員に報告すること。 

(6) 機械掘削を行う場合は、施工区域全般にわたり地上及び地下の施設に十分注意すること。 

(7) 床付け及び接合部の掘削は、配管及び接合作業が完全にできるよう所定の形状に仕上げること。なお、えぐ

り掘り等はしないこと。 

(8) 床付面に岩石・コンクリート塊等の支障物が出た場合は、床付面より１０㎝以上取り除き、砂等に置き換え

ること. 

(9) 湧水のある箇所の掘削については、土留・排水等を適切に行うこと。 

(10) 予期しない不良土・埋設物・沈埋木等がある場合は、監督員の指示により処理すること。 

(11) 掘削寸法が明示されていない場合は、次の作業が完全にできる寸法を定め監督員と協議すること。 

(12) 機械で掘削する場合でも、施工基面は人力で仕上げること。 

(13) 既設構造物に近接した場所の掘削は、これらの基礎を緩めたりまたは危険を及ぼしたりすることのないよう

保護工をすること。 

４－４  土留工 

(1) 施工にあたっては、地盤の堆積状態・地質の硬軟・打ち込み貫入抵抗・地下水の状態・施工環境等について

十分調査し、施工管理の方法等について検討すること。 

(2) 施工に先立ち、工事現場周辺の施設・地下埋設物等を十分調査し、監督員と協議のうえ適切な措置を講ずる

こと。 

(3) 杭・矢板の打ち込みは、適当な深さまで布掘りした後通りよく建て込み、鉛直に打ち込むこと。 

(4) 腹起こし・切り梁等の部材の取付は、各段ごとに掘削ができしだい速やかに行い完了後でなければ次の掘削

に進まないこと。 

(5) 腹起こし材は長尺物を使用し、常に杭・矢板に密着させ、もし隙間を生じたときはパッキング材を挿入して、

地盤からの荷重を均等に受けられるようにすること。 

４－５  覆工 

(1) 覆工は、設計図で指定した箇所・道路管理者若しくは所轄警察署が施工条件として指示した場合、または構

造物等の養生を必要とする場合に行うこと。ただし, 前記以外の場合でも現場の状況により、必要と認められ

る箇所は覆工すること。 

(2) 覆工は、原則としてずれ止めのついた鋼製覆工板又はコンクリート製覆工板等を使用すること。 

(3) 覆工板に鋼製のものを使用する場合は、滑り止めのついたものを使用すること。また、滑り止めのついた鋼

製覆工板は、在来路面と同程度の滑り抵抗を有することを確認して使用すること。 

４－６  残土処理 

(1) 残土の処理・処分方法については、請負者において選定すること。 

(2) 請負者は、運搬における過積載防止対策を講じて、運搬車輌が道路交通法を遵守して運行するよう努めるこ

と。 
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(3) 残土の運搬にあたっては、車輌の大きさに応じ道路の構造・幅員等安全適切な運搬経路を選定すること。 

(4) 処分地は、災害を防止するための必要な措置を講ずることともに、次の場所に処分してはならない。 

 ① 法律により規制された場所 

 ② 環境保全上、支障のある場所 

 ③ 第三者と紛争の生じるおそれのある場所 

(5) 残土は、監督員が指示する場合には土質別に分けなければならない。 

(6) 運搬の際は、荷台にシートをかぶせる等残土をまき散らさないように注意する。 

(7) 残土の搬出にあたっては、路面の汚損を防止するとともに運搬路線は適時点検し路面の清掃及び補修を行う

こと。また必要に応じて散水し、土砂等粉塵を飛散させないよう適切な措置を行うこと。 

４－７  産業廃棄物 

 (1) 産業廃棄物の処理については、「廃棄物の処理および清掃に関する法律」等を遵守して適正に処理すること。 

(2) 建設廃材については、許可を受けた処理業者により廃棄処分すること。 

(3) 請負者は、建設残土・産業廃棄物の実態調査等を行い調査票を竣工時に提出すること。 

(4) 請負者は、「建設リサイクル法」に基づき、再生資源利用計画および再生資源利用促進計画を作成して監督

員に提出すること。 

４－８ 埋戻し 

(1) 埋戻しは、指定する材料を使用し、ごみ・その他の有害物を含んでいないこと。 

(2) 埋戻しは、一層３０㎝以下に敷均し十分に締固めること。 

(3) 埋戻しの各層のまき出し位置は前の層のまき出し位置から３０cm以上ずらして施工すること。縦継目の位置

が重ならないよう締め固めること。 

(4) 埋戻しに際しては、管その他の構造物に損傷を与えたり、管の移動を生じたりしないように注意すること。

また, 土留の切り梁・管据えつけの胴締め材・キャンバー等の取り外し時期・方法は周囲の状況に応じ決める

こと。 

(5) 埋戻しは、片埋めにならないように注意しながら現地盤と同程度以上の密度となるように締固めを行うこと。 

(6) 砂巻工及び管明示シートまでは、基礎砂および覆い砂、砕石の転圧を小型の転圧機で行うこと。 

４－９  水替工 

(1) 工事区域内は、排水を完全に行えるよう十分な水替設備を設け、水を滞留させないように注意し、排水は必

要に応じ沈砂桝を設けて土砂を流さないようにすること。 

(2) 水替は工事の進行に支障をきたさないよう、必要に応じて昼夜を通じて実施する。 

(3) 放流にあたっては、関係管理者と協議すること。なお,河川等に放流する場合は放流地点が洗掘されないよう

適当な処置をすること。 

４－１０  管・弁類の取扱い及び運搬 

(1) ダクタイル鋳鉄管ダクタイル鋳鉄管の取扱については、次の事項を厳守すること。 

① 管を積下ろしする場合は、台棒等を使用し、滑り下ろすか巻き下ろすか又はクレーン等で２点吊りにより行

うこと。 

② 管の運搬又は巻下ろしする場合はクッション材を使用し、衝撃等によって管を損傷させないよう十分注意す

ること。 

③ 保管にあたっては歯止めを行うなど、保安に十分注意すること。 

(2) 鋼管の取扱については、次の事項を厳守し,塗覆装面及び開先に絶対損傷を与えないこと。 

① 管を吊る場合は、ナイロンスリング又はゴムで被覆したワイヤーロープ等安全な吊り具を使用し、塗覆装部

を保護するため原則として両端の非塗覆装部に台付けをとる２点吊りにより行うこと。 

② 管の支保材・スノコ等は据えつけ直前まで取外さないこと。 

③ 置き場から配管現場への運搬にあたっては、管端の非塗装部に当て材を介して支持し、吊り具を掛ける場合

は、塗装面を傷めないよう適当な防護を施すこと。 

④ 小運搬の場合は、管を引きずらないこと。転がす場合は管端の非塗装部分のみを利用し, 方向を変える場合

は吊り上げて行うこと。 

⑤ 管の内外面の塗装上を直接歩かないこと。 



8 
 

 

(3) 水道用硬質塩化ビニール管（以下「塩ビ管」という。）及びポリエチレン管(通称、一種2層管、ハイポリ管、

架橋ポリエチレン管)の取扱については、次の事項を厳守すること。 

① 塩ビ管及びポリエチレン管の運搬は慎重に取扱い、放り投げたりしないこと。 

② 塩ビ管のトラック運搬は、原則として長尺荷台のトラックを用い、横積みにして固定すること。 

③ 塩ビ管を横積みで保管する場合には、平地に積み上げ・高さを１ｍ以下とし、崩れないように措置すること。 

④ 保管場所はなるべく風通しのよい、直射日光の当たらない所を選ぶこと。 

⑤ 高熱により変形するおそれがあるので、特に火気等に注意し温度変化の少ない場所に保管すること。 

⑥ 継手類は、種類・管径と数量を確認したうえ屋内に保管すること。 

⑦ 塩ビ管とその継手及びポリエチレン管は、揮発性薬品（アセトン,ベンゾール・四塩化炭素・クロロフォル

ム・酢酸エチル）及びクレオソート類に浸食されやすいので注意すること. 

(4) 弁類 

① 弁類の取扱いは、台棒・角材等を敷いて水平に置き、直接地面に接しないようにすること。また、吊り上げ

の場合は弁類に損傷を与えない位置に台付けを確実にすること。 

② 弁類は、直射日光やほこり等をさけるため屋内に保管すること。やむを得ず屋外に保管する場合には、必ず

シート類で覆い保護すること。 

４－１１  配管技能者等 

(1) 請負者は、工事着手に先立ち配管技能者等の資格証を提出すること。 

(2) 配管技能者等は、水道用各種管の配管作業について豊富な経験と技術を有すること。 

４－１２  管の据付け 

(1) 管の据付けに先立ち、十分管体検査を行い亀裂その他の欠陥のないことを確認すること。 

(2) 管の吊り下ろしにあたって、土留用切り梁を一時取り外す必要がある場合は、必ず適切な補強を施し安全を

確認のうえ施工すること。 

(3) 管を掘削溝内に吊り下ろす場合は、溝内の吊り下ろし場所に作業員を立ち入らせないこと。 

(4) 管の布設は、原則として低所から高所に向けて行い、また受口のある管は受口を高所に向けて配管すること。 

(5) 管の据付けにあたっては、管内部を十分清掃し、水平器・型板・水糸等を使用して中心線及び高低を確定し

て、正確に据付けること。また、管体の表示記号を確認するとともに、ダクタイル鋳鉄管の場合は受口部分に

鋳出してある表示記号のうち管径年号の記号を上に向けて据付けること。 

(6) 直管の継手箇所で角度をとる曲げ配管は行わないこと。ただし、工事現場の状況により施工上必要がある場

合は、監督員の指示を受けること。 

(7) 一日の布設作業完了後は、管内に土砂･汚水等が流入しないよう管端部をふさぐこと。また、管内には綿布,

工具類等を置き忘れないよう注意すること。 

(8) 鋼管の据付けは、管体保護のため基礎に良質の砂を敷き均すこと。 

４－１３  管の切断 

(1) 管の切断にあたっては、所要の切管長及び切断箇所を正確に定め、切断線の標線を管の全周にわたって入れ

ること。 

(2) 管の切断は、管軸に対して直角に行うこと。 

(3) 切管が必要な場合には、残材を照合調査し極力残材を使用すること。 

(4) 管の切断場所付近に可燃性物質がある場合には、保安上必要な措置を行ったうえ十分注意して施工すること。 

(5) 鋳鉄管の切断は、専用の切断機で行うこととする。また、異形管は切断しないこと。 

(6) 動力源にエンジンを用いた切断機の使用にあたっては、騒音に対して十分な配慮をすること。 

(7) 鋳鉄管の切断面は、衛生上無害な防食塗装を施すこと。 

(8) 鋼管は切断完了後、新管の開先形状に準じて丁寧に開先仕上げを行うこと。 

(9) 塩ビ管の切断する場合は, 切断箇所が管軸に直角になるようにマジックインキ等で全周にわたって標線を入

れること。また、切断面はヤスリ等で平らに仕上げるとともに内外周を面取りすること。 

(10) 管の切断を行った場合は、挿入寸法を白線で表示すること。 
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(11) 石綿セメント管の切断は、できるだけ避け，極力継手からはずすものとする。やむを得ず切断する場合に

は、散水などして管を湿潤状態におき、石綿粉塵が飛散しないようにし、金鋸により手作業で行うものとする。

これによらない場合は，監督員と協議するものとする。なお、石綿管の切断及び撤去においては、関係法令を

遵守し、適切に取り扱うものとする。 

(12) ポリエチレン二層管の切断する場合は，パイプカッター等を用いて切断箇所が管軸に直角になるようにす

るものとし、切断面は，面取器を用いて管肉厚の 1/2 程度に面取りするものとする。 
４－１４  既設管との接続 

(1) 接続工事は断水時間に制約されるので、十分な事前調査・準備を行うとともに円滑な施工ができるよう経験

豊富な技術者と作業者を配置し、必ず監督員立会のもと、監督員の指示により迅速・確実な施工にあたること。 

(2) 接続工事箇所は、監督員の立合いを得てできるだけ早い時期に試掘調査を行い、接続する既設管（位置・管

種・管径等）及び他の埋設物の確認を行うこと。 

(3) 接続工事にあたっては、事前に施工日・施工時間及び接続工事工程表等について監督員と十分協議すること。 

(4) 接続工事に際しては、工事箇所周辺の調査を行い機材の配置・交通対策・管内水の排水先等を確認し必要な

措置を講じること。 

(5) 接続工事に必要な資機材は、現場状況に適したものを準備すること。なお、排水ポンプ・切断機等について

はあらかじめ試運転を行っておくこと。 

(6) 既設管の切断箇所・切断開始時については監督員の指示によること。 

４－１５ 不断水工法 

(1) 工事に先立ち、穿孔工事の実施時期について監督員と十分な打ち合わせを行い工事に支障のないように留意

すること。 

(2) 使用する穿孔機は、機種・性能をあらかじめ監督員に報告し、確認を受けるとともに使用前に点検整備を行

うこと。 

(3) 割Ｔ字管の取付は、原則として水平とすること. 

(4) 穿孔は、既設管に割Ｔ字管及び必要な仕切弁を基礎上に受け台を設けて設置し,所定の水圧試験を行い,漏水

のないことを確認してから行うこと。 

(5) 穿孔後は切りくず・切断片等を管外に排出したうえで管を接続すること。 

(6) 穿孔機の取付にあたっては、支持台を適切に配置し割Ｔ字管に余分な応力を与えないようにすること。 

４－１６  水圧試験及び通水準備 

(1) 配管終了後継手の水密性を確認するため、原則として管内に充水して管路の水圧試験を行うこととする。 

① 水圧試験は管路への充水後一昼夜程度経過してから行うこととする。 

② 試験水圧は０．９７Mpa以上０．９９Mpa以下で、一定時間経過後（１時間程度）の圧力が０.９Mpa以上を保

持していることを監督員が確認すること。また、自記記録計を設置しての圧力変化を記録する試験を行うこ

ととする。 

③ 伸縮離脱防止継手の耐震管の試験水圧は初期水圧を０．５Mpaとし、一定時間経過後（１２時間以上）の圧

力が０．４５Mpa以上を保持していることを監督員が確認すること。 

④ 初回の加圧から一定時間保持により圧力低下が生じた場合、再度試験水圧に加圧し一定時間保持する操作を

繰り返すときは事前に監督員に報告すること。 

⑤ 水圧試験を実施した結果管路に異常を認めた場合は、その原因を究明し対策を講じた後再試験を行う。 

⑥ 管路の呼び径・管種(継手の種類)・施工延長距離・布設経路・仕切弁類の数及び設置状況等により所定の時

間経過による管路の異常の有無の判断が困難であると監督員が認めるときは、自記記録計を設置して相当時

間（１２時間以上）の圧力変化を記録する試験を行うこととする。 

⑦ 水道配水管用ポリエチレン管の試験水圧は、別に定める「水道配水用ポリエチレン管工事標準仕様書」に従

うこと。 

⑧ 監督員が、管の布設状況等により試験水圧の変更が必要と判断した場合は、監督員の指示した方法で試験 

を行うこととする。 

⑨ 工事を分割発注した場合、原則として全工区一括検査とする。 
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(2) 水圧試験終了後、次の通り通水準備を行うこととする。 

① 充水に当たり、仕切弁、空気弁、消火栓、排水管等の開閉操作を行い、異常の有無を確認し、特に空気弁

のボールの密着度合を点検しておかなければならない。さらに、全体の鉄蓋の開閉も確認し、ガタツキのな

いようにしなければならない。 
なお、大口径管については可能な限り、内面から管内清掃の確認を行うとともに、必要に応じて消毒を行

わなければならない。 
② 管の洗浄にあたっては、適量の水を放出し十分な管内流速をつけ、完全に洗浄しなければならない。また、

濁度、色度等がなくなるまで十分に行うとともに残留塩素についても、所定の数値が得られるまで確実に洗

浄排水を行わなければならない。 
③ 洗浄排水に際しては、排水箇所付近及び下流を十分調査し、護岸施設、住宅等に損傷を与えることのない

よう注意しなければならない。また、消火栓により排水する場合は、ホース等適当な器具を用いて放流施設

へ排水しなければならない。 
なお、洗浄排水は、その水量を確認し記録しなければならない。 

４－１７  管明示工 

管明示シートは、指定された道路等に布設する管路に使用し管路を埋戻す際に管天40ｃｍの位置に敷くこと、

ただし設計図又は施工標準図及び施工条件明示に記載がある場合、監督員が支持する場合はそれに従う事。 

４－１８  ダクタイル鋳鉄管の接合 

１）一般事項 

(1) 接合方法・接合順序・使用材料等の詳細について着手前に監督員に報告すること。 

(2) 継手接合に従事する配管技能者は、使用する管の材質,継手の性質,構造及び接合要領等を熟知するとともに

豊富な経験を有すること。 

(3) 接合に先立ち、継手の付属品及び必要な器具・工具を点検し確認すること。 

(4) 接合に先立ち、挿し口部の外面,受口部の内面・押輪及びゴム輪等に付着している油・砂・その他の異物を完

全に取除くこと。 

(5) 付属品の取扱にあたっては次の事項に注意すること。 

① ゴム輪は直射日光・火気にさらすことのないよう極力屋内に保管し、梱包ケースから取り出した後はできる

だけ早く使用すること。また、未使用品は必ず梱包ケースに戻して保管すること。この際、折り曲げたりね

じったままで保管しないこと。 

② ボルト・ナットは直接地上に置いたり放り投げないこと。 また、ガソリン・シンナー等を使って洗わない

こと。 

③ 押輪は直接地上に置かず、台木上に並べて保管すること。 

(6) 管接合終了後、埋戻しに先立ち継手等の状態を再確認するとともに、接合部及び管体外面の塗料の損傷箇所

には防錆塗料を塗布すること。 

２）継手用滑剤 

ダクタイル鋳鉄管の接合にあたっては、甲の指定する滑剤を使用することを原則とし、ゴム輪に悪い影響を

及ぼし衛生上有害な成分を含むもの並びに中性洗剤やグリース等の油類は使用しないこと。 

３）Ｋ形ダクタイル鋳鉄管 

(1) 挿し口外面の清掃は、端部から４０ｃｍ程度とする。 

(2) 押輪の方向を確認してから挿し口部に預け、次に挿し口部とゴム輪に滑剤を十分塗布しゴム輪を挿し口部に

預けること。 

(3) 挿し口外面及び受口内面に滑剤を十分塗布するとともに、ゴム輪の表面にも滑剤を塗布のうえ、受口に挿し

口を挿入し胴付間隔が３～５㎜となるように据付ける。 

(4) 受口内面と挿し口外面との間隔を上下左右均等に保ちながら、ゴム輪を受口内の所定の位置に押し込むこと。

この際、ゴム輪を先端の鋭利なもので叩いたり押したりして損傷させないように注意すること。 

(5) 押輪の端面に鋳出してある管径及び年号の表示を、管と同様に上側にくるようにすること。 

(6) ボルト・ナットの清掃を確認のうえ、ボルトを全部のボルト穴に差し込みナットを軽く締めた後、 全部のボ

ルト・ナットが入っていることを確認すること。 
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(7) ボルトの締付けは、片締めにならないように押輪と受口端との間隔が全周を通じて同じになるようにするこ

と。 

この操作を繰返して行い、最後にトルクレンチにより下表に示すトルクになるまで締付けること。 

Ｔ頭ボルトの締付けトルク（Ｋ形継手） 

管径(mm) ボルト呼び径 フッ素樹脂塗装合金ボルト 

７５ Ｍ１６ ６０Ｎ・ｍ 

１００～２５０ Ｍ２０ １００Ｎ・ｍ 

４）ＳⅡ形ダクタイル鋳鉄管 

(1) 挿し口外面の清掃は、端部から５０ｃｍ程度とする。 

(2) ロックリング絞り器具を利用してロックリングを絞り、受口溝内に密着させた状態でロックリング切断面の

隙間を測定し記録しておくこと。 

(3) 挿し口外面・受け口内面及びゴム輪内面にむらなく滑材を塗布すること。 

(4) 接合にあたっては、バックアップリングの方向を確認し、挿し口端部より１本目の白線の端面側が受口端面

の位置に合うように挿し口を挿入すること。 

(5) ロックリングを受口溝内に密着させ、ロックリング分割部の隙間を測定し、受口挿し口の挿入前に測定した

隙間との差が±１.５㎜以下であることを確認すること。次にバックアップリングを受口と挿し口の隙間にロッ

クリングが当たるまで挿入すること。なお、バックアップリングの切断面は、ロックリング分割部に対して１

８０゜ずれた位置にすること。 

(6) ゴム輪・押輪・ボルトを所定の位置にセットのうえ、仮締めをし受口端面と挿し口端分より２本目白線の端

面側までの間隔が規定寸法（８０㎜）になるようにすること。 

(7) 受口端面と押輪の間隔が広いところから、順次対角位置のナットを少しずつ締め付けること。全部のナット

が規定トルクに達していることを確認する。 

Ｔ頭ボルトの締付けトルク（ＳⅡ形継手） 

管径(mm) ボルト呼び径 ステンレス合金ボルト 

７５ Ｍ１６ ６０Ｎ・ｍ 

１００～２５０ Ｍ２０ １００Ｎ・ｍ 

５）ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管（直管プッシュオン継手接合） 

(1) 継手の接合部品および必要な器具・工具を点検し確認する。 

(2) 管のメーカーマークを上にして、管を所定の位置に静かに吊り降ろす。 

(3) 受口溝の異物をドライバなどで取り除き、挿し口外面の端面から約３０㎝の間及び受口内面に付着している

油・砂・滑剤・異物除去とゴム輪当たり面に付着した水を拭き取る。 

(4) 製品出荷時に受け口所定の溝内にセットされているロックリングとロックリング芯出し用ゴムを目視および

手で触って確認する。 

(5) ゴム輪の表示（規格）がＮＳ形用であることを確認した後清掃し、受口内面の所定の位置に装着する。 

(6) ダクタイル管継手用滑剤をゴム輪の内面および挿し口外面のテーパ部から白線までの範囲にムラなく塗布す

る。 

(7) 接合器具をセットし、ゆっくりと挿し口を受口に挿入する。挿し口外面に表示してある２本の白線のうち、

受口側白線の幅の中に受口端面がくるように合わせる。 

(8) 受口と挿し口のすき間に薄板ゲージを全周にわたって差し込み、一部分だけ大きく入り込むことがないか確

認する。 

(9) 接合作業は、その都度必要事項を規定のチェックシートに記入しながら行う。 

６）ＮＳ形ダクタイル鋳鉄管（異形管プッシュオン継手接合） 

(1) 受口溝にロックリングとロックリング心出し用ゴムが、正常な状態にあるか目視および手で触って確認する。 

(2) 屈曲防止リングが受口内面に飛び出していないことを確認し、接合に支障をきたしそうな時は、セットボル

トを緩めて屈曲防止リングを受口内面に納める。 

(3) 異形管受口の挿入量を測定し、挿し口に挿入位置の印をつける。 
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(4) 接合リングをセットしレバーブロックを操作し、直管と同じ要領で挿し口を受口端面が挿し口の印と合う位

置まで挿入する。 

(5) 直管と同じ要領で受口と挿し口のすき間に薄板ゲージを全周にわたって差し込み、一部分だけ大きく入り込

むことがないか確認する。異常がなければ,円周８ヶ所についてその入り込み量を測定し、チェックシートに記

入する。 

(6) 異形管受口のセットボルトを屈曲防止リングが挿し口外面に当たるまで締め付け、薄板ゲージが通らないこ

とを確認する。 

(7) 呼び径２００㎜以上の異形管接合の際の接合リングのセットの際は直結バーを使用する。この場合、レバー

ブロックはフック間最小距離２７５㎜以下のものとする。 

７）ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管 

(1) 受口内面、挿し口外面の清掃を行う。挿し口外面の清掃は、端部から30cm程度とする。 

(2) ロックリングとロックリングホルダの確認を行う。異常が確認された場合は、ロックリングの絞り器を使用

して所定の受口溝に正しくセットする 

(3) ゴム輪をＮＳ形継手の接合要領と同様に受口内面の所定の位置に装着し、滑剤をゴム輪内面及びそ挿し口外

面のテーパ部から白線までの範囲にむらなく塗布すること。 

(4) 接合に当たっては、２本の管の角度が２°以内となるように据え付け、スリングベルト、レバーブロック等

の接合器具を使用し、挿し口外面に表示してある2本の白線のうち管端に近いほうの白線の幅の中に受口端面

がくるように合わせる。 

(5) 管挿入後、挿し口が既定規定通り入っているか、ゴム輪が正常な状態かをＧＸ型用チェックゲージ等で確認

すること。なお、受口面からゴム輪までのチェックゲージ入り込み量は全周にわたり接合要領書記載の合格範

囲内であること。 

(6) 異形管の接合は受口溝にロックリング、ストッパが正常な位置にあることを確認し、挿し口を受口に預けて

所定の位置まで挿入しストッパを引き抜くこと。ストッパの引き抜き後、必ず挿し口突部がロックリングを通

過していることの確認を行い、押輪の施工管理用突部と受口が接触するまでＴ頭ボルト・ナットの締め付けを

行うこと。 

(7) 受口フランジのＴ頭ボルト・ナットは対象の位置にあるナットをインパクトレンチ等で締め付け、突部と受

口が接触するまで行うこと。締め付け後は、隙間ゲージがないことを確認すること。 

(8) P-Link、G-Linkの押しボルトはトルクレンチを用いて既定の締め付けトルク100N・mにて締め付けること。 

４－１９  その他の管の接合 

１） フランジ継手の接合 

(1) フランジ面及びガスケット溝を清掃し、異物を確実に除去すること。 

(2) ボルトは片締めにならないよう全周を通じて均等に締付けること。 

(3) 締め付けトルクは下表による 

  ①大平面座形（RF形-RF形） 

呼び径 ボルトの呼び 標準締め付けトルク（N・ｍ） 

75～200 M16 60 

250・300 M20 90 

350・400 M22 120 

450～600 M24 260 

  ②溝形（RF形-GF形）メタルタッチの場合 

    継手外側から円周4ヵ所、等間隔の位置に隙間ゲージを差し込んでフランジ面間の隙間が1mm厚のすきま

ゲージが入らないことを確認する。さらに、すべての六角ボルトが60N・ｍ以上のトルクが有ること確認

する。 

  ③溝形（RF形-GF形）メタルタッチでない場合 

    フランジ面間の間隔をすきまゲージにて円周4か所測定し、その値が標準間隔の範囲内にあることを確

認する。 
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呼び径 標準間隔 

下 限 上 限 

75～900 3.5 4.5 

   さらに、すべての六角ボルトが容易にゆるまないことを確認する。 

２） 塩化ビーニル管の接合 

(1) ＴＳ接合 

① 接合に先立ち、管体に挿入寸法をマジックインキ等で表示した後施工すること。 

② 接着剤塗布前に管を継手に軽く挿入してみて、管が止まる位置（ゼロポイント）が受口長さの１/３～ 

２/３の範囲であることを確認すること。 

③ 接着剤を標線以上にはみ出さないように刷毛で薄く塗り、接着剤が乾燥しないうちに管をひねりながら挿入

し、３０～６０秒そのまま押さえつけておくこと。 

④ 挿入は原則として、てこ棒又は挿入機等を使用し叩き込みは行わないこと。また、作業中接着剤塗布面に泥・

ほこり等がつかないように注意するとともに、はみ出した接着剤及びこぼれた接着剤は、管に付着しないよ

うに取り除くこと。 

⑤ 接合直後に接合部に曲げ応力など無理な力を加えないこと。 

⑥ 配管終了時には、管内に溜まっている溶剤蒸気をそのまま放置することなくできるだけ速やかに排出するこ

と。 

⑦ 接着剤の品質及び取扱は、次のとおりとする。 

ア 接着剤はＪＷＷＡＳ１０１（水道用硬質塩化ビニール管の接着剤）に規定するものを使用する。 

イ 接着剤は可燃物であるから、火気のある場所に保管せずまたはこの様な場所で取り扱わないこと。 

ウ 使用後は密封し、冷暗所に保管すること。なお、保管にあたっては「消防法」に適合するよう貯蔵量等に

十分注意すること。 

エ 接着剤が古くなり、ゼラチン状のようになったものは使わないこと。 

(2) ゴム輪接合 

① ゴム輪はフラップ部が受口の奥に向くようにして、ゴム輪溝部に正確に装着すること。 

② 管押し口及び継手のゴム輪に、刷毛又はウエス等で滑剤を十分に塗布すること。なお、滑剤は塩化ビニール

管専用のものを使用すること。 

③ 滑剤を塗り終わったら、直ちに挿入機等で標線まで管を継手に挿入すること。なお、挿入後全周にわたって

ゴム輪が正常な状態か十分に確認すること。 

④ 切断した場合、挿し口はヤスリ等で面取りをするとともに、管端より受口長さを計り管体にマジックインキ

等で標線を入れること。 

３）ポリエチレン管の接合 

 （1）メカニカル接合 

 ① 管端が直角になるように切断し、管端面のバリを取り除いたうえで管端から200mm程度の内外面を清浄なウ

エス等で油・砂等の異物、汚れを除去する。また、管端の外周部の面取りを行うことで挿入が容易になるの

で適宜実施すること。 

 ② インナーコアについても同様に付着した汚れをウエス等で清掃し、管に挿入する。インナーコアを使用す

る金属継手は耐震強化型を使用する事。インナーコアが入りにくい場合は角材等を当ててプラスティックハ

ンマーまたは木槌等で軽くたたいて挿入する。 

 （2）融着接合 

  別に定める、「水道配水用ポリエチレン管工事標準仕様書」に従う事。 

４－２０  仕切弁等付属設備の設置 

１）一般事項 

(1) 仕切弁,空気弁,消火栓等付属設備は, 設計図又は施工標準図に基づき正確に設置すること。 

(2) 設置にあたっては、維持管理,操作等に支障のないようにすること。なお、具体的な設置場所は、周囲の道路・

家屋及び埋設物等を考慮し監督員と協議して定める。 
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(3) これら付属設備相互間は、原則として１ｍ以上離れるように設置位置を選定する。 

(4) 弁類の据え付けにあたっては、正確に芯出しを行い堅固に据え付けること。 

(5) 鉄蓋類は構造物に堅個に取付け、かつ路面に対し不陸のないようにすること。 

(6) 仕切弁ボックスの据え付けは、沈下・傾斜及び開閉軸の偏心を生じないよう入念に行うこと。 

２）仕切弁設置工 

(1) 仕切弁は設置前に弁体の損傷のないことを確認するとともに、弁の開閉方向を点検し、開度「閉」の状態で

設置すること。 

(2) 仕切弁の据え付けは、鉛直又は水平に据え付けること。また据え付けに際しては、開閉軸の位置を考慮して

方向を定め安全確実に行うこと。 

(3) 主要な弁類は、弁室内の見やすい所に製作メーカー・設置年度・口径・回転方向・回転数・操作トルク等を

表示した銘板を取り付けること。 

３）消火栓設置工 

(1) フランジ付Ｔ字管の布設にあたっては、管心を水平に保ち支管のフランジ面が水平になるよう設置すること。 

(2) 消火栓及び補修弁の設置に先立ち、弁の開閉方向を確認するとともに弁体の異常の有無を点検すること。 

(3) 消火栓の取付けにあたっては、地表面と消火栓の弁棒キャップ天端との間隔を３０㎝程度となるようにフラ

ンジ短管により調整すること。 

(4) 設置完了時には, 補修弁を「開」とし、消火栓は「閉」としておくこと。 

４－２１ 路面復旧 

 (1) 路面復旧は、工程の終了またはその日の就業時間までに復旧すること。 

 (2) 国・県道については、原則として速やかに仮舗装を行うこと。 

 (3) 路面表示類は、原形どおりに必ず塗装すること。 

 (4) 舗装盤厚および密度の検査は、原則として５０㎡を超え１０００㎡につき１箇所の割合でテストピースを採

取して行うものとする。また、監督員の指示により変更することもある。 

４－２２ 機器および材料の指定 

工事に使用する材料は、設計図書又は特記仕様書に品質規格を規定されたものを除き、日本工業規格、日本水

道協会規格等に適合した下記のものとする。また、設計図書等により指定した場合は、指定品を使用しなければ

ならない。 

  指定なきものは規格一覧と同等品以上とし、監督員の承認を得るものとする。 

なお、材料は製造から２年以内の製品を使用するものとする。 

(1) ダグタイル鋳鉄管  

㈱クボタ ㈱栗本鉄工所 

(2) タグタイル鋳鉄用異形管 

㈱クボタ ㈱栗本鉄工所 ㈱岡本 大和産業㈱ 幡豆工業㈱ ㈱クロダイト ㈱多久製作所 ㈱川西水道機器 

コスモ工機㈱ 大成機工㈱ 

(3) 弁栓類（開閉方向は、監督員に確認すること） 

㈱クボタ ㈱栗本鉄工所 ㈱森田鉄工所 ㈱清水鉄工所 ㈱清水合金製作所 富士鉄工㈱ 幡豆工業㈱ 

 前澤工業㈱ ㈱キッツ 

(4) 鋼管類 

㈱ＮＫＫ 住友金属工業㈱ 川崎製鉄㈱ 新日本製鉄㈱ ㈱多久製作所 

(5) ビニールライニング鋼管 

住友金属工業㈱ 三菱樹脂㈱ 積水化学工業㈱ 

(6) 硬質塩化ビニール管及びポリエチレン管 

積水化学工業㈱ ㈱クボタケミックス 三菱樹脂㈱ 三井金属エンジニアリング㈱ 

(7) 硬質塩化ビニール管用異形管 

積水化学工業㈱ ㈱クボタケミックス 三菱樹脂㈱ ㈱川西水道機器 コスモ工機㈱ 大成機工㈱  
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 (8) 蓋類 

  ㈱ダイモン 日之出水道機器㈱ 草竹コンクリート工業㈱ 

    ※a)蓋の表面には、視認性を向上させる為のカラー表示が出来る構造であること。 

    b)蓋と受枠との接触面は、機械加工して急勾配受けとし、蓋のがたつきを防止出来る構造であること。ま

た、勾配は衝撃による蓋の飛び上がりを防止出来る角度とし、蓋の互換性を有すること。 

    c)蓋は、雨水及び土砂の流入を極力防止するため、開閉器具用穴を自動的に閉塞出来る閉塞蓋を取付けた

構造であること。 

   

 

  機械設備工事引用規格一覧 

   ＪＩＳ規格（日本工業規）  ＨＡＳＳ規格（空気調和・衛生工学会規格） 

   ＪＲＡ規格（(社)日本冷凍空調工業会標準規格）  ＪＷＷＡ規格（日本水道協会規格） 

   ＳＡＳ規格（ステンレス協会規格）  ＪＣＤＡ規格（(社)日本鋼センター規格） 

   ＷＳＰ規格（日本水道鋼管協会規格）  ＪＰＦ規格（鋼管継手工業会規格） 

   ＭＤＪ規格（排水鋼管継手工業会規格）  ＪＣＷ規格（日本鋳鉄ふた・排水器具工業会規格）  

ＪＥＭ規格（(社)日本電機工業会標準規格）  ＪＣＳ（(社)日本電線工業規格） 

ＳＢＡ規格（(社)日本蓄電池工業会規格）  ＪＶ規格（(社)日本バルブ工業会規格） 

ＪＡＳ規格（日本農林規格） 










